
第 4日 5月 13 日（日）

教育講演 7

（第 3 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 萩，10：10～10：40）
生殖補助医療の潮流

座長：滋賀医科大学 村 上 節
演者：埼玉医科大学 石 原 理

教育講演 8

（第 4 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 桜 1，10：40～11：10）
診療ガイドライン産科編が目指すもの

座長：長崎大学 増 﨑 英 明
演者：順天堂大学 板 倉 敦 夫

生涯研修プログラム 17

（第 2 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 橘，8：00～9：20）
産婦人科漢方

座長：大阪市立大学 古 山 将 康
旭川医科大学 千 石 一 雄

1）「効かせる漢方」女性愁訴のための三大漢方薬と私流漢方七分類
演者：かげやま医院，大阪市立大学，京都大学 蔭 山 充

2）「サイエンス漢方処方」～症状・症候群で選ぶ
演者：東北大学産婦人科，漢方内科 大 澤 稔

3）「ヌーベル漢方」～西洋医学との併用
演者：近畿大学東洋医学研究所 武 田 卓

生涯研修プログラム 18

（第 3 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 萩，8：00～9：20）
妊娠高血圧症候群の定義分類変更

座長：兵庫医科大学 柴 原 浩 章
富山大学 齋 藤 滋

1）妊娠高血圧症候群の定義分類変更―PIH から HDP へ―
演者：富山大学 齋 藤 滋
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2）妊娠高血圧症候群の定義・臨床分類改訂の背景，経緯
演者：愛知医科大学 渡 辺 員 支

3）「妊娠高血圧症候群」定義分類の変更点とその意義
演者：愛媛大学大学院医学系研究科地域小児・周産期学講座

松 原 圭 一

生涯研修プログラム 19

（第 4 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 桜 1，8：00～9：20）
子宮頸部胃型粘液性癌：その正診と早期診断

座長：信州大学 塩 沢 丹 里
産業医科大学 蜂須賀 徹

1）胃型粘液性癌の概念，疫学，治療
演者：島根大学 中 山 健太郎

2）胃型粘液性癌の病理
演者：熊本大学病院病理診断科 三 上 芳 喜

3）胃型粘液性癌の画像診断と治療への活かし方
演者：京都大学 安 彦 郁

4）遺伝性腫瘍としての胃型粘液性癌―Peutz�Jeghers 症候群
演者：熊本大学 坪 木 純 子

教育委員会企画

（第 2 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 橘，13：00～14：20）
用語集・用語解説集の改訂ポイント

座長：熊本大学 片 渕 秀 隆
東京都立墨東病院 久 具 宏 司

1）用語集の歴史・沿革
演者：東京都立墨東病院 久 具 宏 司

2）基本方針・理念
演者：新潟大学 関 根 正 幸

3）改訂作業工程と要項
演者：東京慈恵会医科大学 矢内原 臨

4）周産期医学用語の改訂ポイント
演者：自治医科大学 大 口 昭 英

5）生殖・内分泌学用語の改訂ポイント
演者：熊本大学 大 場 隆

6）婦人科腫瘍学用語の改訂ポイント
演者：小樽市立病院 金 内 優 典

7）女性医学用語の改訂ポイント
演者：旭川医科大学 加 藤 育 民
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日本てんかん学会合同企画

（第 14 会場：仙台国際センター・展示棟 会議室 3，10：20～11：40）
座長：愛媛大学 杉 山 隆

東北大学病院てんかん科 中 里 信 和
1）てんかん診療連携―てんかん女性に対する妊娠と出産のよりよいケアを探る―

演者：新宿神経クリニック 渡 辺 雅 子
2）てんかん女性の周産期管理

演者：東北大学大学院てんかん学分野 神 一 敬

学術奨励賞受賞講演

（第 2 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 橘，9：25～9：45）
絨毛細胞機能および子宮頸管熟化を制御する分子システムと妊娠維持機構

座長：大阪大学 木 村 正
演者：東京大学 永 松 健

（第 2 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 橘，9：45～10：05）
ホルモンにより巧妙に制御される生殖現象に魅せられて

座長：日本医科大学 竹 下 俊 行
演者：富山大学 吉 野 修

医会・学会共同企画「生涯研修プログラム」

（第 1 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 大ホール，8：50～8：55）
挨拶

日本産婦人科医会会長 木 下 勝 之

（第 1 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 大ホール，8：55～10：35）
「生涯研修プログラム 21」：事例からみた妊産婦死亡防止に向けた提言
1）無痛分娩の合併症を防ぐためには

座長：三重大学 池 田 智 明
石渡産婦人科病院 石 渡 勇

①産婦人科医の立場から
演者：日本医科大学 石 川 源

②麻酔科医の立場から
演者：順天堂大学麻酔科学・ペインクリニック講座

角 倉 弘 行
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2）不妊治療とプレコンセプショナルカウンセリング
①循環器疾患に関するプレコンセプショナルカウンセリング

演者：国立循環器病研究センター 神 谷 千津子
②代謝性疾患に関するプレコンセプショナルカウンセリング

演者：三重大学 神 元 有 紀

（第 1 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 大ホール，10：40～11：35）
「生涯研修プログラム 22」：急速遂娩～産科医療保障制度原因分析報告書からの教訓～

座長：前田産科婦人科医院 前 田 津紀夫
①分析対象事例からみた吸引遂娩術の課題

演者：葛飾赤十字産院 鈴 木 俊 治
②急速遂娩のための適切な判断と方法とは～鉗子遂娩術を中心に～

演者：順天堂大学 竹 田 省

（第 1 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 大ホール，13：00～14：20）
「生涯研修プログラム 23」：人工妊娠中絶～今，何が問題になっているのか？

座長：神奈川県国保連合会審査管理部 白 須 和 裕
①母体保護法の問題点

演者：関内法律事務所 平 岩 敬 一
②なぜ大学病院勤務医でも指定医取得が必要なのか？

演者：慶應義塾大学 田 中 守
③人工妊娠中絶で医療事故を起こさない・巻き込まれないためには？

演者：北里大学北里研究所病院 石 谷 健

（第 8 会場：仙台国際センター・会議棟 3F 小会議室 8，13：00～15：00）
「生涯研修プログラム」ハンズオンセミナー

児頭最大周囲径の位置を正確に評価するためには？～急速遂娩のための鉗子シミュレーション講習
指導：順天堂大学 竹 田 省

順天堂大学スタッフ
埼玉医科大学スタッフ

広報委員会企画

（第 3 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 萩，11：10～11：40）
産婦人科医師リクルート活動へのヒント発掘

座長：富山大学 齋 藤 滋
演者：東海大学 三 上 幹 男
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編集委員会企画（Wiley 協賛）

（第 12 会場：仙台国際センター・展示棟 会議室 1，10：20～11：40）
研究倫理・論文作成について

座長：川崎医科大学 下 屋 浩一郎
大阪市立大学 古 山 将 康

1）How to draft a manuscript for submission to a journal
演者：the BJOG editor-in-Chief, UK Mike Marsh

2）論文作成について
演者：国立成育医療研究センター研究所政策科学研究部

森 臨太郎
3）論文不正について

演者：九州大学 加 藤 聖 子

産婦人科内視鏡手術ガイドライン 2018 コンセンサスミーティング

（第 5 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 桜 2，8：00～10：00）

指導医講習会 �

（第 1 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 大ホール，14：30～15：45）
男女共同参画・ワークライフバランス改善委員会/産婦人科未来委員会共同企画
今の時代の働き方 医師が辞めないチームをつくる

司会：男女共同参画・ワークライフバランス改善委員会 委員長
千 石 一 雄

男女共同参画・ワークライフバランス改善委員会 副委員長
南 佐和子

働き方改革が産婦人科医療に与えるインパクト
演者：日本医科大学 中 井 章 人

就労継続に効果的な要因は？～女性医師への調査から
演者：（株）ファミーリエ/NPO 法人ファザーリング・ジャパン

徳 倉 康 之
ワークショップ 医師が辞めないチームをつくる

司会： 種 部 恭 子
富 樫 嘉津恵

コーディネーター： 徳 倉 康 之
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医療倫理講習会 �（ビデオ上映・事前登録制）

（第 12 会場：仙台国際センター・展示棟 会議室 1，8：00～9：00）
臨床研究に関する法令において研究者と組織が対応すべきこと

医療安全講習会 �（ビデオ上映・事前登録制）

（第 2 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 橘，10：40～11：40）
医療安全（事例紹介）

ランチョンセミナー 34

（第 1 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 大ホール，11：50～12：50）
閉経後ホルモン補充療法におけるエストロゲンと黄体ホルモンの選択～HRT ガイドライン 2017 年度版を踏まえ
て～

共催：久光製薬株式会社
座長：京都府立医科大学 北 脇 城
演者：愛知医科大学 若 槻 明 彦

ランチョンセミナー 35

（第 2 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 橘，11：50～12：50）
「常位胎盤早期剝離」予防できるか？

共催：バイエル薬品株式会社
座長：浜松医科大学 金 山 尚 裕
演者：日本医科大学 中 井 章 人

ランチョンセミナー 36

（第 3 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 萩，11：50～12：50）
リンパ節郭清を極める！～3D 映像で学ぶ，腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清/骨盤リンパ節郭清～

共催：オリンパス株式会社
座長：大阪医科大学 寺 井 義 人
演者：市立函館病院 山 下 剛

慶應義塾大学 林 茂 徳
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ランチョンセミナー 37

（第 4 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 桜 1，11：50～12：50）
本邦における今後の子宮頸がん対策～異なるワクチン接種環境における検診の役割～

共催：ホロジックジャパン株式会社
座長：東京都予防医学協会 木 口 一 成
演者：大阪大学 上 田 豊

ランチョンセミナー 38

（第 5 会場：仙台国際センター・会議棟 2F 桜 2，11：50～12：50）
産婦人科医のための便秘マネジメント～診療のコツと注意点～

共催：アステラス製薬株式会社
座長：東北大学 伊 藤 潔
演者：川崎医科大学消化管内科 塩 谷 昭 子

ランチョンセミナー 39

（第 6 会場：仙台国際センター・会議棟 3F 白橿 1，11：50～12：50）
生命進化の光と影～子宮内膜症と癌化のエピジェネティクス

共催：ノーベルファーマ株式会社/日本新薬株式会社/富士製薬工業株式会社
座長：千葉大学 生 水 真紀夫
演者：奈良県立医科大学 小 林 浩

ランチョンセミナー 40

（第 11 会場：仙台国際センター・会議棟 1F 研修室 AB，11：50～12：50）
排卵誘発における FSH 製剤の安全な使い方

共催：メルクセローノ株式会社
座長：徳島大学 苛 原 稔
演者：徳島大学 松 崎 利 也
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ランチョンセミナー 41

（第 12 会場：仙台国際センター・展示棟 会議室 1，11：50～12：50）
疼痛対策と挙児対策を考慮した子宮内膜症の治療戦略

共催：あすか製薬株式会社
座長：鳥取大学 原 田 省
演者：東京大学 大須賀 穣

HORAC グランフロント大阪クリニック 森 本 義 晴

ランチョンセミナー 42

（第 13 会場：仙台国際センター・展示棟 会議室 2，11：50～12：50）
トコリシス目的の硫酸マグネシウムと早産児の脳保護作用

共催：東亜薬品工業株式会社
座長：長崎医療センター 安 日 一 郎
演者：宮崎大学 鮫 島 浩

ランチョンセミナー 43

（第 14 会場：仙台国際センター・展示棟 会議室 3，11：50～12：50）
産婦人科領域における遺伝カウンセリングの重要性

共催：GeneTech 株式会社
座長：国立成育医療研究センター 左 合 治 彦
演者：国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科 四 元 淳 子

ランチョンセミナー 44

（第 15 会場：仙台国際センター・展示棟 会議室 4，11：50～12：50）
HPV ワクチンを検証する～自信を以て伝えるべきこと！

共催：MSD 株式会社
座長：新百合ヶ丘総合病院 鈴 木 光 明
演者：日本大学 川 名 敬
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ランチョンセミナー 45

（第 17 会場：東北大学百周年記念会館 2F 川内萩ホール，11：50～12：50）
産婦人科診療に役立つ美容形成的診療 2018

共催：PRSS. Japan 株式会社
座長：国際医療福祉大学臨床医学研究センター/山王メディカルセ

ンター・女性医療センター 太 田 博 明
演者：湘南藤沢形成外科クリニック R 山 下 理 絵

ランチョンセミナー 46

（第 18 会場：東北大学百周年記念会館 2F 川内萩ホール 会議室 1，2，3，11：50～12：50）
女性ヘルスケア領域における新たなレーザー治療の活用とその拡がる可能性

共催：DKSH ジャパン株式会社
座長：倉敷平成病院 太 田 郁 子

閉経後性器尿路症候群（GSM）
演者：三井記念病院 中 田 真 木

炭酸ガスレーザーをもっと使おう！～婦人科クリニックでできること
演者：産科・婦人科 江川クリニック 江 川 晴 人
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高得点日本語演題

第4日 5月 13 日（日）第 12会場
仙台国際センター・展示棟：会議室 1

9：25～10：10
高得点日本語演題 1 腫瘍 1

座長：弘前大学 横山 良仁
岐阜大学 森重健一郎

HS―1― 1. 鏡視下手術における ICG 螢光法を用いたセンチネルリンパ節同定法
梅村康太（豊橋市民病院）他

HS―1― 2. 婦人科悪性腫瘍に対する後腹膜鏡下傍大動脈リンパ節郭清，同一施設における 204
例の検討 柳井しおり（倉敷成人病センター）他

HS―1― 3. 再発リスクを有する子宮体癌において，POLE 変異/MSI は予後良好因子である
原賀順子（岡山大）他

HS―1― 4. 卵巣奇形腫を伴う抗 NMDA 受容体抗体脳炎に関する本邦産婦人科へのアンケート
調査 田代浩徳（熊本大生命科学研究部）他

HS―1― 5. 多施設 本邦における子宮頸部円錐切除術 14,832 例の検討―切除断端陽性例を中心
に―「子宮頸部円錐切除術の実態調査」に関する小委員会（日本産科婦人科学会
婦人科腫瘍委員会）報告

矢坂美和（「子宮頸部円錐切除術の実態調査」に関する小委員会）他

第 4日 5月 13 日（日）第 13会場
仙台国際センター・展示棟：会議室 2

9：25～10：10
高得点日本語演題 2 腫瘍 2・その他

座長：札幌医科大学 齋藤 豪
久留米大学 牛嶋 公生

HS―2― 1. 多施設 測定可能病変有無別の BRCA 変異陽性白金製剤感受性再発卵巣癌におけ
る抗腫瘍効果と olaparib の有効性：SOLO2 関根正幸（SOLO2）他

HS―2― 2. 多施設 BRCA 変異陽性 PSROC に対する olaparib 維持療法の前治療レジメン数別
の有効性：SOLO2 中井英勝（SOLO2）他

HS―2― 3. 多施設 Japan CHARLOTTE study：卵巣癌に対する BRCA 遺伝学的検査に関す
る横断研究―中間報告― 鶴田智彦（Japan CHARLOTTE study）他

HS―2― 4. 卵巣内膜症性囊胞における薬剤抵抗性に関する新規バイオマーカーのプロテオミク
スによる探索 渡邉百恵（杏林大）他

HS―2― 5. 転写因子 HAND2 の子宮内膜症における役割 加藤奈緒（名古屋大附属病院）他
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第 4日 5月 13 日（日）第 14会場
仙台国際センター・展示棟：会議室 3

9：25～10：10
高得点日本語演題 3 周産期

座長：福島県立医科大学 藤森 敬也
埼玉医科大学総合医療センター 関 博之

HS―3― 1. 多施設 本邦における子宮頸部円錐切除術 14,832 例の検討―円錐切除後妊娠例を中
心に―「子宮頸部円錐切除術の実態調査」に関する小委員会（日本産科婦人科学会
婦人科腫瘍委員会）報告

楢山知明（「子宮頸部円錐切除術の実態調査」に関する小委員会）他
HS―3― 2. 多施設 子宮頸管の炎症を伴う単胎頸管長短縮症例に対する腟内洗浄は早産予防に

対して有用である可能性：多施設共同ランダム化比較試験の結果より
大槻克文（日本早産予防研究会）他

HS―3― 3. 妊娠高血圧腎症自体が将来の心血管障害やメタボリック症候群の発症の原因となり
うるか～動物モデル，プロテオーム解析を用いて検討～ 牛田貴文（名古屋大）他

HS―3― 4. 循環器合併妊娠における心血管イベントのリスク因子；全国調査研究
二井理文（三重大附属病院）他

HS―3― 5. マウス妊娠子宮の透明化と内部構造の 3 次元画像構築 鏡 京介（金沢大）他

第 4日 5月 13 日（日）第 15会場
仙台国際センター・展示棟：会議室 4

9：25～10：10
高得点日本語演題 4 生殖・内分泌

座長：京都府立医科大学 北脇 城
杏林大学 岩下 光利

HS―4― 1. 非ヒト霊長類動物を用いた子宮同種移植における吻合血管の検討―脳死ドナー想定
実験モデルの作製 木須伊織（慶應大）他

HS―4― 2. ヒト胚盤胞の発育動態は栄養外胚葉を構成する細胞数に依存する
岩澤卓也（秋田大附属病院）他

HS―4― 3. 減数分裂停止及び Sertoli cell�only syndrome に起因する日本人無精子症患者にお
けるヒト RAD21L1 遺伝子の解析に関する検討 水無瀬学（旭川医大）他

HS―4― 4. 1�day�old 卵の紡錘体移植による産仔作出の試み 深澤宏子（山梨大）他
HS―4― 5. 卵巣組織凍結法の有用性に関する検証―緩慢凍結法とガラス化凍結法の比較

杉下陽堂（聖マリアンナ医大）他
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日本語ポスター

第4日 5月 13 日（日）ポスター会場①
仙台国際センター・展示棟：展示室

9：25～10：05
Group 78 子宮頸部腫瘍―手術 2

座長：弘前大学 二神 真行

P2―1― 1. 硬膜外麻酔を用いた日帰りでの子宮頸部円錐切除の試み
永井 景（大阪はびきの医療センター）他

P2―1― 2. 多施設 妊娠中子宮頸部円錐切除症例の後方視的解析 子宮頸部円錐切除術の実態
調査に関する小委員会（婦人科腫瘍委員会）報告

古形祐平（「子宮頸部円錐切除術の実態調査」に関する小委員会）他
P2―1― 3. 多施設 分娩後 1 年以内の子宮頸部円錐切除症例の後方視的解析 子宮頸部円錐切

除術の実態調査に関する小委員会（婦人科腫瘍委員会）報告
田中良道（「子宮頸部円錐切除術の実態調査」に関する小委員会）他

P2―1― 4. 当科における早期子宮頸癌に対する Sentinel node navigation surgery
香坂信明（獨協医大病院）他

P2―1― 5. 当院における広汎子宮頸部摘出術症例の検討
辻なつき（田附興風会医学研究所北野病院）他

P2―1― 6. 進行子宮頸癌に対する Bevacizumab 併用術前化学療法後の神経温存広汎子宮全摘
出術の有用性 上野琢史（トヨタ記念病院）他

P2―1― 7. ダヴィンチ Xi の Firefly 機能を用いた ICG 螢光法による子宮頸癌におけるセンチ
ネルリンパ節の同定 神尾真樹（鹿児島大病院）他

13：00～13：40
Group 79 子宮頸部腫瘍―治療

座長：福井大学 黒川 哲司

P2―2― 1. 遠隔転移を伴う進行子宮頸癌患者の治療戦略
北井美穂（兵庫県立がんセンター）他

P2―2― 2. 子宮頸癌の術後補助療法の検討―化学療法と放射線治療を比較して
岩井加奈（奈良県立医大）他

P2―2― 3. 子宮頸癌における広汎子宮全摘術後補助療法に関する検討 清野 学（山形大）他
P2―2― 4. 再発リスク因子を有する IB�II 期子宮頸癌における術後補助化学療法の有用性に関

する検討 佐藤誠也（岩手医大）他
P2―2― 5. 子宮頸部扁平上皮癌 1B�2B 期に対する，UGT1A1 遺伝子多型と CPT�11/NDP を用

いた化学療法の個別化治療の可能性 松岡秀樹（京都大附属病院）他
P2―2― 6. 局所進行子宮頸部腺癌への術前動注化学療法の検討

中村浩敬（東京都立多摩総合医療センター）他
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P2―2― 7. 子宮頸部上皮内腫瘍に対するレザフィリンを用いた光線力学療法（Photodynamic
therapy：PDT）の臨床試験 村上浩雄（浜松医大）他

P2―2― 8. 当科における CIN 病変に対して行うレーザー蒸散術の成績
三島みさ子（虎の門病院）他

9：25～10：05
Group 80 子宮頸部悪性腫瘍―その他 2

座長：秋田大学 佐藤 直樹

P2―3― 1. 子宮頸癌に対する BCG�CWS がんワクチンの組織型別の有効性の検討
柴田健雄（金沢医大）他

P2―3― 2. 若年婦人における HPV ワクチンの効果について
田中秀則（御野場たなかレディースクリニック）他

P2―3― 3. 疫学レベルから見た本邦の子宮頸がんの動向：大阪府がん登録データを用いて
八木麻未（大阪大）他

P2―3― 4. 当院における MDA/LEGH の検討 涌井菜央（市立貝塚病院）他
P2―3― 5. 子宮頸癌に対する根治的放射線治療または化学療法同時放射線療法施行後に局所残

存を認める症例に対して経過観察を行った場合の予後
高橋健太（国立がん研究センター中央病院）他

P2―3― 6. リンパ節転移を有する子宮頸部腺癌の予後 鈴木一弘（兵庫県立がんセンター）他

13：00～13：40
Group 81 子宮体部悪性腫瘍―診断

座長：大阪市立大学 安井 智代

P2―4― 1. 当院における子宮体癌迅速病理生検の有用性の検討 小林浩治（聖隷浜松病院）他
P2―4― 2. 妊孕性温存療法後のフォローアップに細胞診採取器具（エンドサーチ）を用いた簡

易組織診は有用である 羽生裕二（千葉大附属病院）他
P2―4― 3. 子宮体癌における術中迅速組織診断の検討 大塚かおり（岐阜大附属病院）他
P2―4― 4. 子宮体癌術前 MRI における腫瘍径と予後の相関とカットオフ値の算出について

中村康平（島根大）他
P2―4― 5. 肉眼的頸部病変を認める子宮体癌症例における間質浸潤の診断精度に関する検討

川越靖之（宮崎大）他
P2―4― 6. 子宮体癌の骨盤リンパ節転移の予測においての PET�CT とセンチネルリンパ節生

検の有用性の比較 橋田宗祐（大阪医大附属病院）他

9：25～10：05
Group 82 子宮体癌―その他治療

座長：自治医科大学 竹井 裕二

P2―5― 1. 子宮体癌における術前骨格筋量が術後化学療法に与える影響（腸腰筋面積と化学療
法中の骨髄抑制に関して） 大澤綾子（宮崎大）他

P2―5― 2. リンパ節郭清を含む手術を受けた子宮外病変のない子宮体部類内膜癌での術後療法
省略 大塚伊佐夫（亀田総合病院）他
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P2―5― 3. 再発，難治性子宮体癌の患者に対する塩酸イリノテカンとネダプラチンの併用療法
の有用性の検討 桑原美佳（防衛医大）他

P2―5― 4. MPA 療法が奏効した進行子宮体癌の 3 例 田中 優（高知赤十字病院）他
P2―5― 5. 脱分化型子宮体癌における免疫チェックポイント阻害剤の有効性

小野瑠璃子（島根大）他

13：00～13：40
Group 83 卵巣癌―基礎 2

座長：東海大学 平澤 猛

P2―6― 1. 卵巣がんによる腹水貯留患者に対するゾレドロン酸併用自己活性化 γδ 型 T 細胞に
よる腹腔内投与療法の安全性と臨床反応に関する研究（臨床第 I/IIa 相試験）の報告

阿部結貴（東京女子医大）他
P2―6― 2. 本邦での Low grade serous ovarian carcinoma（LGSOC）/serous borderline tumor

（SBT）及び ovarian serous cystadenoma の遺伝子変異解析
石橋朋佳（島根大附属病院）他

P2―6― 3. 表層上皮性卵巣癌における Notch シグナルを介した腹膜中皮細胞の役割
杉山麻衣（名古屋大）他

P2―6― 4. 卵巣癌において CSPG4 は細胞浸潤に大きく寄与している
小屋美博（名古屋大）他

P2―6― 5. 卵巣チョコレート囊胞の類内膜癌への癌化に関する比較トランスクリプトーム解析
米山剛一（日本医大）他

P2―6― 6. 卵巣癌における癌関連線維芽細胞および EMT 関連蛋白の免疫組織化学的検討
深川大輔（岩手医大附属病院）他

P2―6― 7. 卵巣明細胞癌および高異型度漿液性癌における GPER�1 発現の評価
小作大賢（鳥取大附属病院）他

9：25～10：05
Group 84 卵巣・卵管・腹膜悪性腫瘍―診断

座長：千葉大学 三橋 暁

P2―7― 1. 当科における卵管切除症例の異型性病変に対する臨床病理学的検討
杉田奈穂子（北海道社会事業協会帯広病院）他

P2―7― 2. 術前画像所見による卵巣・卵管・腹膜原発高異型度漿液性癌の病理学的サブタイプ
予測決定木の妥当性 大須賀拓真（天理よろづ相談所病院）他

P2―7― 3. 晩期再発卵巣癌の臨床的特徴 勝田隆博（福岡大病院）他
P2―7― 4. 卵巣チョコレート囊胞の癌化の鑑別における MR スペクトロスコピーの有用性

河原直紀（奈良県立医大）他
P2―7― 5. 卵巣莢膜細胞腫の MRI 所見 元島成信（小倉医療センター）他
P2―7― 6. 卵巣顆粒膜細胞腫 6 例の MRI 検査による術前診断の検討

吉松かなえ（熊本赤十字病院）他
P2―7― 7. 経腹超音波播種スクリーニングによる治療方針決定は進行卵巣癌の手術成績を向上

させる 松岡 歩（千葉大）他
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13：00～13：40
Group 85 卵巣・卵管・腹膜悪性腫瘍―症例 4

座長：東京大学 織田 克利

P2―8― 1. 術前検査で診断し得なかった顆粒膜細胞腫の 1 例
登村信之（神戸市立西神戸医療センター）他

P2―8― 2. 当院で経験した卵巣 Dysgerminoma の 3 例 浦郷康平（小倉医療センター）他
P2―8― 3. 卵巣癌の治療中に脳梗塞を起こした Trousseau 症候群の 3 例

伊藤拓馬（和歌山医療センター）他
P2―8― 4. 卵巣類内膜境界悪性腫瘍の 1 例 武田 理（（医）かりゆし会ハートライフ病院）他
P2―8― 5. 卵巣癌の骨盤リンパ節，傍大動脈リンパ節に多数の子宮内膜症病変を認めた 1 例

石山美由紀（仙台医療センター）他
P2―8― 6. 卵巣癌肉腫の 2 例 中山 健（昭和大藤が丘病院）他
P2―8― 7. 呼吸循環動態の低下をきたすほど巨大化した卵巣腫瘍の一例

十河進仁（誠光会草津総合病院）他
P2―8― 8. ベバシズマブを使用した卵巣癌肉腫の 1 例 高橋洋平（高知赤十字病院）他
P2―8― 9. 左卵巣と異所性卵巣に同時発生した若年型顆粒膜細胞腫の一例

岩木友希菜（金沢大附属病院）他

9：25～10：05
Group 86 卵巣・卵管・腹膜悪性腫瘍―予後 2

座長：愛媛大学 藤岡 徹

P2―9― 1. プラチナ抵抗性再発卵巣癌の次治療効果予測因子の検討
加藤真弓（国立がん研究センター中央病院）他

P2―9― 2. 進行卵巣がんに対する Aggressive surgery は腹腔内再発リスクを下げる
楯 真一（千葉大附属病院）他

P2―9― 3. 当院における過去 12 年間に経験した AYA 世代卵巣胚細胞腫瘍（境界悪性/悪性）症
例の解析 横道憲幸（聖マリアンナ医大病院）他

P2―9― 4. 当院における卵巣境界悪性腫瘍の後方視的検討 澤登幸子（昭和大病院）他
P2―9― 5. 早期卵巣がんにおける心横隔膜リンパ節への転移 廣岡千草（千葉大附属病院）他
P2―9― 6. 当院における卵巣，卵管，腹膜癌 IV 期症例の検討

松岡和子（兵庫県立がんセンター）他

13：00～13：40
Group 87 絨毛性疾患

座長：東北大学 徳永 英樹

P2―10― 1. 日本における PSTT 及び ETT の臨床的特徴 新美 薫（名古屋大）他
P2―10― 2. 胎盤部トロホブラスト腫瘍（PSTT）を疑い診断に苦慮した一例

長尾沙智子（札幌医大）他
P2―10― 3. 敗血症を繰り返し子宮動静脈瘻からの大量出血を認め緊急子宮動脈塞栓術を要した

臨床的侵入奇胎の 1 例 池田芳紀（名古屋大）他
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P2―10― 4. 当院における治療抵抗性臨床的侵入奇胎症例の検討と画像下血管内治療の有用性
中西沙由理（藤沢市民病院）他

P2―10― 5. 流産あるいは分娩後に生じた血流豊富な癒着胎盤遺残に対する保存的血管内治療の
有用性に関する検討 藤田和寿（岐阜県立多治見病院）他

P2―10― 6. 当科で経験した胎盤ポリープおよび胎盤遺残の 6 症例の臨床的検討
小川裕太郎（新潟市民病院）他

P2―10― 7. 存続絨毛症治療後にみられた子宮動静脈奇形に対して動脈塞栓術を施行した一例
樋口正太郎（信州大附属病院）他

P2―10― 8. 明らかな妊娠・絨毛性疾患の所見が認められないまま長期に低単位 hCG が持続し
た一例 坂本美和（昭和大）他

P2―10― 9. 絨毛癌細胞における NK 細胞を介した免疫避機構に対する糖転移酵素 C2GnT の役
割 中村謙一（名古屋大）他

9：25～10：05
Group 88 外陰・腟腫瘍

座長：佐賀大学 中尾 佳史

P2―11― 1. 外陰癌の治療関連入院死亡率算出とその要因に関する検討
若菜公雄（医科歯科大）他

P2―11― 2. 当科における過去 15 年間の外陰悪性腫瘍についての臨床病理学的検討
小山文望恵（弘前大附属病院）他

P2―11― 3. 子宮および腟に転移を認めた肝細胞癌の一例 田中理恵（北摂総合病院）
P2―11― 4. 前方骨盤除臓術を行った腟を原発とする悪性黒色腫の 1 症例

中村充宏（日赤和歌山医療センター）他
P2―11― 5. 子宮内膜症根治術後，エストロゲン補充療法中に子宮内膜症由来腟壁原発類内膜腺

癌を発症した一例 里吉雅恵（NTT 東日本札幌病院）他
P2―11― 6. 悪性腫瘍随伴性高カルシウム血症を伴った腟癌の 1 例 笠井真理（大阪市立大）他
P2―11― 7. 当クリニックでの外陰部腫瘤感を主訴に外来手術に至った 743 症例の統計学的検討

金森千春（（医）晋晃会ちはるクリニック）他
P2―11― 8. 病理組織診断に苦慮し，治療後に消失した難治性尖圭コンジローマの 1 例

徳川睦美（大阪警察病院）他

13：00～13：40
Group 89 がん検診

座長：横浜市立大学 佐藤美紀子

P2―12― 1. 妊婦に対する乳房スクリーニングの成績（第 4 報）
赤川 元（（医）赤恵会赤川クリニック）他

P2―12― 2. 平成 28 年熊本地震による子宮頸がん検診事業への影響に関する実態調査：震災後
1 年目の報告 大竹秀幸（人吉医療センター）他

P2―12― 3. 障害者を専門とする婦人科外来について
橋本洋之（堺市立重症心身障害者（児）支援センターベルデさかい）

P2―12― 4. 子宮頸がん検診の適正年齢を考える～70 歳以上の女性の子宮頸がん検診実態調
査～ 池田さやか（東京都保健医療公社多摩北部医療センター）他
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P2―12― 5. 子宮頸がん検診における職域検診の重要性と運用面の課題についての検討
長谷川暢子（一般財団法人京都工場保健会）

P2―12― 6. 記述式内膜細胞診報告様式を用いた臨床管理指針における子宮内膜厚評価の有用性
についての検討 植田彰彦（済生会野江病院）他

9：25～10：05
Group 90 ハイリスク妊娠―合併症・産科手術 1

座長：弘前大学 田中 幹二

P2―13― 1. 常位胎盤早期剝離は，初回と反復時で予後は異なるか？
小嶋朋之（横浜市立大センター病院）他

P2―13― 2. 当院で試みた全前置癒着胎盤に対する 2 期的手術の検討
永田真子（鹿児島大病院）他

P2―13― 3. 既往帝王切開後前置癒着胎盤 13 例の検討より，診療放射線科医師とともに当院での
管理方針を再考する 船倉 翠（東京都立墨東病院）他

P2―13― 4. 当院の低置胎盤症例における分娩様式と自己血貯血の検討
高口梨沙（（公財）大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院）他

P2―13― 5. 切迫流早産および癒着胎盤により長期入院管理を要した全身放射線照射後妊娠の 1
例 笹ケ迫奈々代（京都大附属病院）他

P2―13― 6. 多施設 前置胎盤帝切時の出血低減と子宮摘出回避のための新規治療戦略
杉田元気（OB balloon 研究グループ）他

13：00～13：40
Group 91 症例―異所性妊娠，子宮破裂等 1

座長：県立広島病院 三好 博史

P2―14― 1. 腹腔鏡下筋腫核出術後に妊娠し，子宮破裂をきたした一例 新谷万智子（福井大）他
P2―14― 2. 母児の予後が良好であった子宮破裂の 1 症例 西村美帆子（宮崎県立日南病院）他
P2―14― 3. 妊娠 29 週に帝王切開術施行し生児を得た子宮角部妊娠の一例

早川明子（名古屋市立西部医療センター）他
P2―14― 4. 卵巣と子宮内に発生した子宮内外同時妊娠の一例 淵之上康平（弘前病院）他
P2―14― 5. 自然成立した卵管間質部双胎妊娠破裂にてショックを呈した一例

藤上友輔（大阪医療センター）他
P2―14― 6. ダイナミック CT による出血診断で迅速に腹腔鏡下子宮外妊手術を施行した卵管妊

娠破裂の一例 杉本麻帆（淀川キリスト教病院）他
P2―14― 7. 腹腔鏡手術で治療しえた腹膜妊娠の 1 例

八田幸治（日本生命済生会付属日生病院）他
P2―14― 8. 横隔膜下腹膜妊娠に対し腹腔鏡下手術を施行した一例

高木七奈（名古屋市立西部医療センター）他

9：25～10：05
Group 92 早産―治療 1

座長：自衛隊中央病院 吉永 洋輔

P2―15― 1. 緊急頸管縫縮術の治療成績と子宮内感染について 門田千穂（佐賀病院）他
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P2―15― 2. 腟内に突出する子宮腟部が存在しない子宮頸部円錐切除後妊娠に対する頸管縫縮
術：浅川式 AYH 鉗子の有用性 村越 毅（聖隷浜松病院）他

P2―15― 3. 当センターにおける子宮頸管縫縮術の適応による検討
三辻礼美（国立成育医療研究センター）他

P2―15― 4. 子宮頸管長短縮を伴う切迫早産に対し Dr. Arabin ペッサリーを用いた症例の検討
熊谷恭子（名古屋市立大病院）他

P2―15― 5. 当院における切迫早産 子宮収縮抑制剤短期投与 治療導入前後の検討
西本幸代（大阪市立総合医療センター）他

P2―15― 6. 在胎 22 週～24 週の早産に対するステロイド投与の有益性について
谷口博子（鹿児島市立病院）他

P2―15― 7. 既往早産症例に対しての合成プロゲステロン投与の有害事象についての評価
鈴木 朋（国立成育医療研究センター）他

13：00～13：40
Group 93 胎盤―基礎 1

座長：久留米大学 吉里 俊幸

P2―16― 1. 正常妊娠の水銀動態に関する研究 森 博士（産業医大病院）他
P2―16― 2. Notch 経路を介した S1P レセプターのスイッチが EVT の浸潤を制御する

三木梨可（名古屋大）他
P2―16― 3. Extravillous trophoblast の新しいマーカーとしての G 蛋白共役型受容体 P2RY14

とその細胞浸潤における役割 片倉慧美（慶應大）他
P2―16― 4. ヒト胎盤合胞体栄養膜細胞は miRNA 合成酵素の DICER1 を発現している

瀧澤俊広（日本医大）他
P2―16― 5. マウス子宮 NK 細胞の I 型グルコース輸送体（Slc2a1）は活性化されると細胞内顆粒

から細胞表面にアップレギュレーションされる：組織化学的解析
チータートウー チョウ（日本医大）他

P2―16― 6. 妊娠高血圧症候群の胎盤における HMGA1 の役割 内倉友香（愛媛大附属病院）他

9：25～10：05
Group 94 分娩管理―診断・治療

座長：東京慈恵会医科大学 佐村 修

P2―17― 1. Robson 分類による分娩の評価 清水亜麻（大阪大）他
P2―17― 2. 妊娠 37 週以降破水症例における当院でのオキシトシンによる誘発分娩の管理方針

前田通秀（りんくう総合医療センター）他
P2―17― 3. 分娩停止に対する帝王切開において，オキシトシン投与中止から児娩出までの時間

が術中大量出血の発症予測に有用である 篠原諭史（山梨大）他
P2―17― 4. 産科医の行う医療業務による分娩進行抑制：進化適応的観点から論じる

菱川賢志（湘南鎌倉総合病院）他
P2―17― 5. 妊娠 41 週での分娩が増加している～当院における妊娠 41 週以降妊娠の周産期予後

の検討 林 和俊（高知医療センター）他
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P2―17― 6. 分娩進行に関係する要素は 3 つではない―産道内での児頭の挙動による分娩進行に
ついての検討―

森田一輝（地域医療機能推進機構東京山手メディカルセンター）他
P2―17― 7. 骨盤位外回転術の成功に関連する因子の検討

小野ひとみ（大阪母子医療センター）他
P2―17― 8. 近赤外線分光法による分娩時母体出血モニタリング

鈴木一有（浜松医大附属病院）他
P2―17― 9. 脊椎クモ膜下硬膜外併用麻酔で吸引娩出術を施行した 6 例

岩橋秀樹（自衛隊中央病院）他
P2―17― 10. 出生前に診断した前置血管 2 例 宮村知弥（日赤医療センター）他

13：00～13：40
Group 95 分娩管理―臨床検討 3

座長：東邦大学医療センター大森病院 前村 俊満

P2―18― 1. 当センターにおける無痛分娩の導入と現状
三宅龍太（大阪はびきの医療センター）他

P2―18― 2. 新規開設された大学病院分院における無痛分娩導入に向けた取り組みとその成績
那須美智子（昭和大江東豊洲病院）他

P2―18― 3. 硬膜外麻酔併用による和痛分娩の安全性と合併症の検討
鈴木義也（千葉大附属病院）他

P2―18― 4. 誘発無痛分娩の分娩第 1 期におけるオキシトシンの投与量と分娩転帰
望月純子（北里大）他

P2―18― 5. キーラン鉗子導入実行可能性の検討 李 香蘭（順天堂大順天堂医院）他
P2―18― 6. 妊娠中期の前置胎盤症例における分娩様式に関する検討 後藤未奈子（昭和大）他
P2―18― 7. 分娩誘発時のミニメトロが子宮内に迷入した 1 例 今西俊明（諏訪赤十字病院）他
P2―18― 8. 多施設 内診指接着型胎児オキシメーターを用いた新規胎児モニタリング法の開

発：多施設共同研究 内田季之（指接着型胎児オキシメーター研究班）他

9：25～10：05
Group 96 ハイリスク妊娠―多胎妊娠 2

座長：昭和大学 松岡 隆

P2―19― 1. 当院で管理した品胎妊娠 10 例の妊娠経過の検討 小林友紀（昭和大病院）他
P2―19― 2. 16 年間の品胎妊娠の臨床的検討～日産婦会告により品胎は減少したか？～

栃木実佳子（仙台赤十字病院）他
P2―19― 3. 双胎妊娠の膜性による周産期予後の差異

中川智絵（国立成育医療研究センター）他
P2―19― 4. 当院で管理した一絨毛膜一羊膜双胎の検討 戸田 薫（鹿児島市立病院）他
P2―19― 5. 高年妊娠が寄与する DD 双胎妊娠リスクの検討

陌間亮一（淀川キリスト教病院）他
P2―19― 6. 一絨毛膜一羊膜双胎の管理 齋藤翔子（仙台赤十字病院）他
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13：00～13：40
Group 97 合併症妊娠―糖尿病，妊娠糖尿病 1

座長：順天堂大学 牧野真太郎

P2―20― 1. 妊娠糖尿病歴のある経産婦の臨床的検討 栗岡裕子（島根県立中央病院）他
P2―20― 2. 妊娠糖尿病の再発リスク因子の検討（2010 年基準を旧基準と比較して）

牧野吉朗（昭和大）他
P2―20― 3. 妊娠糖尿病診断時の「教育入院」は必要か？ 清水彩理（長崎医療センター）他
P2―20― 4. 当院における糖代謝異常妊婦の周産期合併症の検討 加藤 優（兵庫医大病院）他
P2―20― 5. 非妊時体重からみた妊娠糖尿病妊婦の耐糖能異常の病態に関する検討

井上 茂（久留米大病院）他
P2―20― 6. 妊娠糖尿病妊婦および 2 型糖尿病合併妊婦の血糖変動の差異について

吉野明博（西埼玉中央病院）他
P2―20― 7. 初期随時血糖 95～99 mg/dl から妊娠糖尿病（GDM）と診断された妊婦の臨床的特徴

菅田佳奈（滋賀医大）他
P2―20― 8. 糖尿病合併妊娠症例から出生した児の体格についての評価

永田怜子（東京女子医大病院）他
P2―20― 9. 当院における妊娠糖尿病の初期診断群と後期診断群の周産期予後についての検討

原 澄子（東京衛生病院）他

9：25～10：05
Group 98 合併症妊娠―症例（循環器）

座長：聖マリアンナ医科大学 長谷川潤一

P2―21― 1. 完全大血管転位症に対する動脈位血流置換術後妊娠の検討
尾崎美華（JCHO 九州病院）他

P2―21― 2. 大動脈弁狭窄症合併妊娠の 1 例 中尾真大（榊原記念病院）他
P2―21― 3. 慎重な周産期管理により重症化を防いだ周産期心筋症ハイリスク妊婦の一例

中島伶奈（市立豊中病院）他
P2―21― 4. 妊娠 20 週に急性大動脈解離，大動脈弁輪拡張症を発症し生児を得た Marfan 症候群

の一例 森川恵司（広島市民病院）他
P2―21― 5. 当院で管理した先天性 QT 延長症候群合併妊娠 吉田文香（愛媛大附属病院）他
P2―21― 6. 重症肺動脈弁逆流が残存したファロー四徴症合併妊娠の一例

河村卓弥（三重大附属病院）他
P2―21― 7. 発作性心房細動合併妊娠においてアミオダロン内服により胎児甲状腺腫大を認めた

1 例 月永理恵（国立循環器病研究センター病院）他

13：00～13：40
Group 99 合併症妊娠―症例（血液）

座長：東京女子医科大学母子総合医療センター 川端伊久乃

P2―22― 1. 汎血球減少を契機に妊娠中期に急性前骨髄球性白血病と診断された一症例
永井 匠（（医）母恋天使病院）他
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P2―22― 2. 急性前骨髄球性白血病合併妊娠と診断された未受診妊婦の 1 例
仁儀明納（JA 三重厚生連松阪中央総合病院）他

P2―22― 3. ホジキンリンパ腫の造血幹細胞移植後に自然妊娠し，分娩に至った一例
麻生咲季（大分大附属病院）他

P2―22― 4. 治療に反応せず分娩時血小板輸血を必要とした ITP 合併妊娠の 1 例
齊藤理恵（聖路加国際病院）他

P2―22― 5. 妊娠 15 週で発症し診断に苦慮した血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）の 1 例
青山幸平（京都府立医大附属北部医療センター）他

P2―22― 6. 分娩時に大量出血を回避できた血小板無力症合併妊娠の 1 例
中山徹男（宮崎大附属病院）他

P2―22― 7. 妊娠後期に原因不明の APTT 著明延長を認め，帝王切開後に速やかに正常化した一
症例 濱井葉子（東京警察病院）他

P2―22― 8. 妊娠初期に発症した肺血栓塞栓症（PTE）に対して rt�PA 静注療法を施行し，生児
を得た 1 例 松原 翔（大阪はびきの医療センター）他

P2―22― 9. ヘパリン投与を行わずに 2 回の妊娠を管理した先天性アンチトロンビン欠乏症の 1
症例 和泉紀子（愛育病院）他

P2―22― 10. 抗 Jra 抗体による血液型不適合妊娠の臨床的特徴
藤川恵理（大阪母子医療センター）他

9：25～10：05
Group 100 産科出血 2

座長：山梨大学 奥田 靖彦

P2―23― 1. 産後の子宮過多出血における dynamic CT を用いた出血点の検討
藪愛紗美（京都大附属病院）他

P2―23― 2. 産後出血に対する経カテーテル的血栓塞栓術（TAE）の治療成績
木村麻衣（奈良県立医大附属病院）他

P2―23― 3. 当院における産科出血症例の後方視的検討 毛利和華子（順天堂大浦安病院）他
P2―23― 4. 分娩直後の子宮収縮不良に対し，Hayman uterine compression suture を実施した 8

症例の検討 和田あずさ（JCHO 大阪病院）他
P2―23― 5. 当周産期母子センターに搬送となった産後の過多出血の検討

常見泰平（奈良県立医大附属病院）他
P2―23― 6. 医療従事者は，輸血による有害事象に対してどれだけ習熟しているか

岡田十三（愛仁会千船病院）他
P2―23― 7. 当科における産科大量出血に対する経カテーテル動脈塞栓術（TAE）症例の検討

山下智也（倉敷成人病センター）他
P2―23― 8. 産科危機的出血時のマンパワーと輸血の重要性について

福地弘子（水戸赤十字病院）他
P2―23― 9. 重篤な呼吸障害を合併した産科危機的出血の一例 橋爪綾帆（鹿児島市立病院）他
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13：00～13：40
Group 101 常位胎盤早期剝離

座長：富山大学 塩﨑 有宏

P2―24― 1. 常位胎盤早期剝離後に急性腎障害をきたし，atypical HUS を疑った 2 症例
安井みちる（大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院）他

P2―24― 2. 当院における常位胎盤早期剝離症例に関する検討 三塚加奈子（東海大）他
P2―24― 3. 常勤麻酔科医不在の地域周産期センターにおける常位胎盤早期剝離の麻酔管理

畠山佑子（JA 秋田厚生連平鹿総合病院）他
P2―24― 4. 当院における過去 5 年間の常位胎盤早期剝離症例の検討

堀 芳秋（福井県立病院）他
P2―24― 5. 当院における常位胎盤早期剝離症例の検討 森田恵子（富山大附属病院）他
P2―24― 6. 常位胎盤早期剝離と後産期出血に起因する産科 DIC に対する遺伝子組換えトロン

ボモデュリン α の有用性の検討 磯谷肇男（トヨタ記念病院）他
P2―24― 7. 当院における常位胎盤早期剝離症例の検討 大脇太郎（名古屋第二赤十字病院）他

9：25～10：05
Group 102 HDP―臨床検討 2

座長：名古屋大学 小谷 友美

P2―25― 1. 新基準の妊娠高血圧腎症における慢性高血圧症合併の有無が重症妊娠高血圧腎症の
待機的管理に及ぼす影響 星野亜紗子（横浜市立大センター病院）他

P2―25― 2. 低リスク妊婦群における蛋白尿有意陽性率及びその予後
西岡利泰（勤医協札幌病院）他

P2―25― 3. 胎児発育不全を合併した正常血圧妊婦の分娩後血管障害の検討
吉田敦美（愛知医大病院）他

P2―25― 4. 当科における妊娠高血圧症候群の介入についての検討 岡田裕枝（島根大）他
P2―25― 5. 妊娠高血圧症候群（HDP）フェノタイピングのためのアルゴリズムの検討

水野聖士（東北大東北メディカル・メガバンク機構）他
P2―25― 6. sFlt�1 と妊娠高血圧症候群の重症度の関連 永橋裕子（三重大附属病院）他
P2―25― 7. 妊娠高血圧症候群の尿酸値と周産期予後についての検討

長島 香（勤医協札幌病院）他
P2―25― 8. HELLP 症候群に対しての血小板輸血回避

井上 基（大阪市立総合医療センター）他
P2―25― 9. Postpartum hypertension 症例の検討 東山希実（大阪赤十字病院）他

13：00～13：40
Group 103 HDP―症例

座長：富山大学 米田 哲

P2―26― 1. 分娩子癇にて急速遂娩後に周産期心筋症を発症した一例
樫野千明（福山医療センター）他

P2―26― 2. 急性腎不全症状を呈した HELLP 症候群 相澤利奈（昭和大病院）他
P2―26― 3. 妊娠 22 週未満に発症した重症妊娠高血圧症候群 4 例の検討 菊地範彦（信州大）他
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P2―26― 4. 当院で経験した Posterior reversible encephalopathy syndrome（PRES）8 例の検討
西端修平（関西医大病院）他

P2―26― 5. HELLP 症候群に対し Mississippi Protocol に基づく治療を行った 8 例の検討
三谷尚弘（和歌山県立医大）他

P2―26― 6. 臨床的急性妊娠性脂肪肝の 1 例 甲斐一華（東広島医療センター）他
P2―26― 7. 子癇 6 症例の後方視的検討 村上裕介（中東遠総合医療センター）他
P2―26― 8. 妊娠中期の血圧上昇の病態解明に sFlt�1 が有効であった 1 例

島田京子（三重大）他
P2―26― 9. 当院における HELLP 症候群 7 例の後方視的検討 仙波恵樹（呉医療センター）他
P2―26― 10. 正常血圧から発症した子癇発作 5 症例の検討 小田木秋人（浜松医療センター）他

9：25～10：05
Group 104 出生前診断―染色体検査 2

座長：愛知医科大学 鈴木 佳克

P2―27― 1. NIPT の遺伝カウンセリングについての検討―遺伝カウンセリング後に NIPT を
キャンセルした症例を通じて 濱田啓義（（医）今井会足立病院）他

P2―27― 2. カットオフ値の変化に伴う NT 感度の違い 都甲明子（（医）成和会山口病院）他
P2―27― 3. 妊娠 22 週以降の合併疾患から胎児診断した 21 トリソミーの転帰

千秋里香（長良医療センター）他
P2―27― 4. 骨系統疾患を疑ったが出生後に稀な染色体異常が判明した 1 例

平田博子（JCHO 徳山中央病院）他
P2―27― 5. Maternal event により NIPT 判定保留となった 1 症例

安原由貴（関西医大病院）他
P2―27― 6. NIPT，G�band，マイクロアレイを施行した症例よりみる NIPT の解像度についての

検討 松本真理子（京都第一赤十字病院）他
P2―27― 7. 多職種カンファレンスを重ね積極的治療を行った 18 trisomy の一例

原 理恵（大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院）他

13：00～13：40
Group 105 胎児診断―先天性心疾患 2

座長：国立成育医療研究センター 和田 誠司

P2―28― 1. 胎児期に心臓に高エコー域を認め出生後 Fetal cardiac calcification と診断された 1
例 谷 和祐（岡山大病院）他

P2―28― 2. 異なる転帰を呈した重症 Ebstein 病の 3 例 太田沙緒里（大阪医大附属病院）他
P2―28― 3. 出生前診断された aortico�left ventricular tunnel の 1 例

高橋泰洋（さいたま赤十字病院）他
P2―28― 4. 胎児期に総肺静脈還流異常症が疑われたが出生後左肺動脈右肺動脈起始症と診断さ

れた一例 高林杏奈（弘前大）他
P2―28― 5. 胎児頻脈性不整脈により緊急帝王切開を施行した一例

諸井條太郎（静岡済生会総合病院）他
P2―28― 6. 演題取り下げ
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9：25～10：05
Group 106 不妊症―臨床検討 1

座長：慶應義塾大学 末岡 浩

P2―29― 1. 当院での慢性子宮内膜炎の治療経過と妊娠転帰
門上大祐（IVF なんばクリニック）他

P2―29― 2. 卵管性不妊に対する卵管鏡下卵管形成改善後の ART 妊娠症例の検討
末永昭彦（帝京大病院）他

P2―29― 3. 帝王切開瘢痕症候群に対する瘢痕部修復術についての検討
當麻絢子（弘前大附属病院）他

P2―29― 4. 当院における子宮内膜症を有する不妊治療患者への治療アルゴリズム化を目指して
下仲慎平（京都大附属病院）他

P2―29― 5. 子宮内膜症合併不妊および月経痛を伴う不妊症例の治療成績
都築たまみ（高知大）他

P2―29― 6. チョコレート囊胞合併不妊の手術適応に関する検討
辻 勲（近畿大附属病院）他

13：00～13：40
Group 107 思春期・月経異常

座長：京都府立医科大学 楠木 泉

P2―30― 1. 当院における思春期・月経随伴症状外来の現状 白土なほ子（昭和大）他
P2―30― 2. 健康女性を対象にした体調および月経随伴症状記録用スマートフォンアプリケー

ションの開発 池田裕美枝（京都大附属病院）他
P2―30― 3. 多囊胞性卵巣症候群が原因と考えられた思春期無月経の 3 症例

山縣芳明（JCHO 徳山中央病院）他
P2―30― 4. 思春期の性同一性障害当事者に対する二次性徴抑制療法と反対の性ホルモン治療

新井富士美（岡山大病院）他
P2―30― 5. 敗血症性ショックを契機に診断された Obstructed Hemivagina and Ipsilateral

Renal Anomaly（OHVIRA）症候群の一例 鮫島浩継（鹿児島大病院）他
P2―30― 6. 当院で経験した obstructed hemivagina and ipsilateral renal anomaly（OHVIRA）症

候群の 2 例 藤田由布（淀川キリスト教病院）他
P2―30― 7. マイクロ波子宮内膜アブレーション（MEA）治療の際に偶発的に発見された子宮内

膜組織検査結果異常症例 柿沼 薫（国際医療福祉大病院）他
P2―30― 8. 当院におけるレボノルゲストレル徐放型子宮内避妊システム（LNG�IUS）の治療効

果についての検討 北澤 純（市立長浜病院）他
P2―30― 9. 睡眠の質（睡眠効率）は高校生の PMS/PMDD 発症に関与する

武田 卓（近畿大東洋医学研究所）他
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9：25～10：05
Group 108 医学教育・研修 1

座長：札幌医科大学 寺本 瑞絵

P2―31― 1. Advanced Life Support in Obstetrics（ALSO）プロバイダーコースを活用したチー
ム医療の醸成と地域産科医療への取り組み 高多佑佳（董仙会恵寿総合病院）他

P2―31― 2. 産婦人科専修医における会陰裂傷縫合術に対する定量的評価の検討
末光徳匡（亀田総合病院）他

P2―31― 3. 腹腔鏡下手術における剝離操作トレーニングモデルの開発
市川冬輝（倉敷成人病センター）他

P2―31― 4. Cadaver を用いた腹腔鏡手術トレーニングの実際と課題 村上 緑（産業医大）他
P2―31― 5. ブタ気管および食道を用いた新規腹腔鏡 wet box training 法の開発とその概要

太田啓明（日本産科婦人科内視鏡学会教育委員会）他
P2―31― 6. バーチャルリアリティシミュレーターを用いた医学教育実習は解剖学的知識の増加

に役立つか？ 小谷泰史（近畿大）他
P2―31― 7. 育児をしながらの内視鏡技術認定医取得を目指す道のり

渡邊マリア（東北公済病院）他

13：00～13：40
Group 109 骨盤臓器脱・排尿障害 2

座長：大阪大学 澤田健二郎

P2―32― 1. LSC における仙骨岬角アプローチの難易度の術前評価 岡田義之（昭和大）他
P2―32― 2. 骨盤臓器脱に対する腹腔鏡下仙骨腟固定術（Laparoscopic sacrocolpopexy；

LSC）の手術適応と有用性の評価 石川哲也（昭和大病院）他
P2―32― 3. 骨盤臓器脱に対する Laparoscopic sacro�colpopexy（LSC）の術前後の QOL 変化の

検討 原田祐一（昭和大）他
P2―32― 4. 腹腔鏡下仙骨腟固定術（LSC）におけるダグラス窩高位腹膜縫合の有用性

加藤稚佳子（第一東和会病院）
P2―32― 5. 新しい TVM 手術の導入―Uphold 型 TVM 手術の初期成績―

幸本康雄（東京都保健医療公社荏原病院）他
P2―32― 6. 骨盤臓器脱 TVM 術後再発に対する再手術法―TVM 再手術と LSC 手術の比較―

箕浦麻陽（大阪府済生会吹田病院）他

9：25～10：05
Group 110 感染症 1

座長：東北大学 木村 芳孝

P2―33― 1. 術前診断が困難であった閉経後結核性子宮内膜炎の 1 例
武田晃子（神戸医療センター）他

P2―33― 2. 腰椎麻酔下吊り上げ腹腔鏡下試験開腹術にて診断し得た結核性腹膜炎の 1 例
中村彩加（大阪赤十字病院）他

P2―33― 3. 子宮内避妊具（IUD）装着中に発症した骨盤内放線菌症の 3 例
勝部美咲（神戸市立西神戸医療センター）他
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P2―33― 4. 悪性腫瘍と鑑別を要した骨盤放線菌症の 1 例
安田枝里子（和歌山医療センター）他

P2―33― 5. 悪性腫瘍腹膜播種と鑑別を要した腹腔内多発放線菌症の症例
田中星人（市立札幌病院）他

P2―33― 6. 骨盤 MRI で放線菌症を疑い腸管切除を回避できた一例
平山貴裕（大津市民病院）他

P2―33― 7. Helicobacter cinaedi による卵巣膿瘍の一例
佐藤 浩（兵庫県立尼崎総合医療センター）他

13：00～13：40
Group 111 筋腫・内膜症―基礎

座長：東京大学 甲賀かをり

P2―34― 1. CRISPR/CAS9 システムにより MED12 変異を導入したヒト子宮筋腫モデルの開発
の試み 高尾知佳（慶應大）他

P2―34― 2. 子宮筋腫における腫瘍血管の新生と内皮細胞の移動に関する研究
小林徳男（小林医院）他

P2―34― 3. 子宮内膜症の病態形成における miR�100 の発現亢進の意義 竹林兼利（大分大）他
P2―34― 4. 子宮内膜症モデルマウスにおける NFκB 経路を介した IAP 阻害剤の効果

村上二朗（鳥取大附属病院）他
P2―34― 5. 子宮内膜症細胞における semaphorin3B の過剰発現について

西田正和（大分大）他
P2―34― 6. 子宮内膜症の癌化におけるヘムオキシゲナーゼ 1（HO�1）の抗酸化作用

小川憲二（奈良県立医大）他

9：25～10：05
Group 112 内膜症―症例・その他

座長：横浜市立大学 倉澤健太郎

P2―35― 1. 本邦における稀少部位子宮内膜症の悪性化―実態調査に関する小委員会報告（日本
産科婦人科学会婦人科腫瘍委員会）― 本田律生（熊本大）他

P2―35― 2. 他科と連携し治療した希少部位子宮内膜症の 2 例
白石眞貴（春日部市立医療センター）他

P2―35― 3. 帝王切開子宮切開創部に発生した子宮内膜症の一例
桐ケ谷奈生（JCHO 中京病院）他

P2―35― 4. 演題取り下げ
P2―35― 5. 卵巣チョコレート囊胞症例における腹水および囊胞内容液中の D�dimer 値の検討

梶村 慈（済生会長崎病院）他
P2―35― 6. 卵巣チョコレート囊胞術後の再発に花粉症が関与する

草本朱里（帝京大ちば総合医療センター）他
P2―35― 7. 閉経後に上腹部にまで増大したチョコレート囊胞 春田典子（市立奈良病院）他
P2―35― 8. 内膜症性囊胞破裂に対し，腹腔鏡下洗浄ドレナージ後に二期的に囊胞摘出を行った

2 症例 林 裕子（東邦大医療センター大森病院）他
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P2―35― 9. 子宮内膜症性囊胞術後に異型子宮内膜症と診断され再発に至った一例
原 武也（市立貝塚病院）他

13：00～13：40
Group 113 腹腔鏡手術―良性腫瘍（TLH）

座長：大阪医科大学 佐々木 浩

P2―36― 1. 全腹腔鏡下腟式子宮全摘術（TLH）を安心・安全に行うための視野展開；基靭帯
View について 林 正路（亀田総合病院）他

P2―36― 2. 膜を意識した TLH の教育 松浦基樹（札幌医大）他
P2―36― 3. BMI が全腹腔鏡下子宮全摘術に与える影響 大武慧子（箕面市立病院）他
P2―36― 4. 当院における高齢者に対する全腹腔鏡下子宮全摘術（TLH）の検討

藤田 啓（豊橋市民病院）他
P2―36― 5. 当院で施行した TLH 症例の検討 東 幸弘（鳥取大）他
P2―36― 6. 当院における子宮頸部円錐切除術後の腹腔鏡下子宮全摘術症例についての後方視的

検討 有野祐子（藤沢市民病院）他
P2―36― 7. 摘出子宮重量 500g 以上の全腹腔鏡下子宮全摘出術の検討

岡本和浩（健保連大阪中央病院）他
P2―36― 8. ダグラス窩閉塞例に対する腹腔鏡下逆行性子宮全摘術

松本 貴（健保連大阪中央病院）他

9：25～10：05
Group 114 開腹手術

座長：斗南病院 田中 綾一

P2―37― 1. 専攻医の帝王切開習熟度に関する研究
力武崇之（東邦大医療センター大森病院）他

P2―37― 2. 1 か月健診時における帝王切開後子宮創部陥凹性瘢痕の発生頻度
圓山晶子（スズキ記念病院）他

P2―37― 3. 帝王切開瘢痕部憩室に対し独自の子宮形成術を施行し，妊娠・出産に至った 2 例
長谷川綾乃（大阪府済生会吹田病院）他

P2―37― 4. 産婦人科手術における危機的出血への戦略的アプローチ～Vacuum Packing
Closure を用いたダメージコントロール手術の有用性 中西一歩（日本医大）他

P2―37― 5. 婦人科悪性開腹術における ERAS 導入の評価 大島乃里子（東京医科歯科大）
P2―37― 6. 腹式広汎子宮全摘出術後の神経因性膀胱・下肢リンパ浮腫に関する検討

平良祐介（琉球大附属病院）他
P2―37― 7. 当院における子宮頸癌，子宮体癌術後の下肢リンパ浮腫についての検討

北見和久（豊橋市民病院）他

13：00～13：40
Group 115 手術・内視鏡手術―その他 1

座長：東北医科薬科大学若林病院 渡辺 正

P2―38― 1. 三次元画像解析ソフトを用いた骨盤血管走行の同定
竹中 慎（昭和大藤が丘病院）他
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P2―38― 2. 婦人科悪性腫瘍患者に対する治療前血栓スクリーニングについての検討
栗原麻希子（佐賀大）他

P2―38― 3. 婦人科良性疾患手術における周術期肺血栓塞栓症予防の取り組み
春田祥治（南奈良総合医療センター）

P2―38― 4. 80 歳以上高齢者における婦人科手術患者の現状 山下真祐子（札幌医大）他
P2―38― 5. 当科での婦人科手術症例に対する術前経口補水療法の検討

山田弘次（八尾市立病院）他
P2―38― 6. 当院における術後回復力強化（Enhanced Recovery After Surgery：ERAS）として

の術前経口補水療法導入の試み 片山紗弥（杏林大付属病院）他
P2―38― 7. 手術翌日の血中クレアチニン値は術中尿路損傷の診断に寄与するか

尾身牧子（がん研有明病院）他
P2―38― 8. 当院における Surgical Site Infection（SSI）のリスク因子に関する検討

白井友梨（大崎市民病院）他

9：25～10：05
Group 116 がん生殖 1

座長：京都大学 堀江 昭史

P2―39― 1. 当院における MPA 療法後の妊娠についての検討
小西博巳（大阪医大附属病院）他

P2―39― 2. 当院における妊孕性温存手術を施行した卵巣上皮性境界悪性腫瘍に関する検討
松岡麻理（田附興風会医学北野病院）他

P2―39― 3. がん・生殖医療における妊孕性温存の実施方針に関する検討
東梅久子（虎の門病院）他

P2―39― 4. 大阪がん・生殖医療ネットワーク設立に向けてのアンケート調査
大八木知史（JCHO 大阪病院）他

P2―39― 5. 若年がん患者の妊孕性温存に関する選択行動 寺澤恵子（岐阜大附属病院）他
P2―39― 6. 当院における Oncofertility の現況について 青木稚人（近畿大）他
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第 4日 5月 13 日（日）ポスター会場②
仮設テント：ポスター会場

10：05～10：45
Group 117 子宮頸部腫瘍―診断 2

座長：岩手医科大学 竹内 聡

P2―40― 1. 子宮頸部円錐切除術症例の予後と Human papillomavirus（HPV）タイピング検査
工藤明子（鳥取大附属病院）他

P2―40― 2. HPV 検査を併用した子宮頸がんスクリーニングに関する一考察
植田敏弘（倉敷成人病センター）他

P2―40― 3. P16/Ki67 二重免疫染色が CIN 病変のバイオマーカーとして有効かどうかについて
の検討 小田切哲二（JA 北海道厚生連旭川厚生病院）他

P2―40― 4. 人工知能コルポスコピー診断 宮木康成（岡山大福クリニック）他
P2―40― 5. 子宮頸癌における術中腹水細胞診について

池田真利子（神奈川県立がんセンター）他
P2―40― 6. 早期子宮頸癌患者に対するリンパ節転移の診断には，FDG PET/CT とセンチネル

リンパ節生検術のどちらが有用か？ 土橋裕允（大阪医大附属病院）他

13：40～14：20
Group 118 子宮頸部悪性腫瘍―症例 3

座長：名古屋大学 梶山 広明

P2―41― 1. 子宮頸癌術後・放射線治療後の下肢リンパ浮腫に合併した外陰部リンパ管腫の一例
小川千紗（藤田保健衛生大坂文種報徳會病院）他

P2―41― 2. 子宮内膜症癌化との鑑別を要した子宮頸部囊胞性腫瘍の一例
植田陽子（奈良県立医大附属病院）他

P2―41― 3. 広汎子宮頸部摘出術と同時に粘膜下筋腫核出術を行い妊娠成立し得た一例
亀井裕史（市立貝塚病院）他

P2―41― 4. 高度肥満の子宮頸癌患者に腹腔鏡下広汎子宮全摘術を施行した一例
小木曽望（京都第一赤十字病院）他

P2―41― 5. HPV 検査持続陽性が発見につながった Minimal Deviation Adenocarcinoma
（MDA） 大阪康宏（金沢医大）他

P2―41― 6. HIV 陰性高齢女性に生じた腸腰筋膿瘍が子宮頸部扁平上皮癌の腸腰筋転移であっ
た一例 來間愛里（耳原総合病院）他

P2―41― 7. 腫瘤像を呈さず子宮留水腫と両側水腎症で発見された子宮頸部腺癌の 1 例
大西香蓮（京都民医連中央病院）他

P2―41― 8. ネダプラチン（NDP）・パクリタキセル（PTX）による術前化学療法が奏効した子宮
頸癌の 3 症例 竹田満寿美（堺市立総合医療センター）他

P2―41― 9. 腫瘍径 10cm の子宮頸癌合併妊娠（妊娠 15 週，stage IIB）に対して CCRT を施行し
た一例 吉田健太（三重大附属病院）他
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10：05～10：45
Group 119 子宮頸部悪性腫瘍―その他 3

座長：筑波大学 水口 剛雄

P2―42― 1. 傍大動脈リンパ節転移症例は子宮頸癌 IVB 期ではない
大亀真一（四国がんセンター）他

P2―42― 2. 当科における子宮頸癌 stage IVB 期の予後の検討
村田佳菜子（順天堂大練馬病院）他

P2―42― 3. 子宮頸癌患者における晩期障害の発症時期を考慮した必要な経過観察期間の検討
櫻井 学（筑波大）他

P2―42― 4. サルコペニアは同時化学放射線療法を施行した子宮頸癌患者の予後不良因子になる
清時毅典（岡山大）他

P2―42― 5. 子宮頸癌に対する CCRT 導入直後に卵管膿瘍および口腔内常在菌による菌血症を
きたした一例 小林祐子（豊田会刈谷豊田総合病院）他

P2―42― 6. 当施設で加療した子宮頸部小細胞癌 10 例の臨床症例学的検討
神尾未紗希（熊本大附属病院）他

P2―42― 7. 子宮頸癌に対する広汎性子宮全摘出術後の腎機能評価～GFR・Creatinine の推移
を中心に～ 小松宏彰（鳥取大）他

13：40～14：20
Group 120 子宮体部悪性腫瘍―症例 3

座長：神戸大学 蝦名 康彦

P2―43― 1. 子宮体癌術後卵巣静脈血栓より肺動脈血栓塞栓症を来した 2 症例の検討
山本香澄（兵庫県立がんセンター）他

P2―43― 2. 対照的な転帰を辿った子宮体癌 IVB 期の 2 例 菅野俊幸（東京女子医大病院）他
P2―43― 3. 人工妊娠中絶術が診断の契機となった子宮体癌の 1 例 山田 靖（信州大）他
P2―43― 4. 急速に増大を認め術後病理診断で STUMP と診断された子宮腫瘍の 1 例

三浦彩乃（静岡済生会総合病院）他
P2―43― 5. 腹腔鏡下子宮全摘出術を施行後子宮腺肉腫が判明した 1 症例

島本久美（松山赤十字病院）他
P2―43― 6. 変性子宮筋腫の診断で手術を行い，子宮内膜間質肉腫と診断された 1 症例

織田 舞（堺市立総合医療センター）他
P2―43― 7. イリノテカン，ネダプラチン療法が著効した子宮体部小細胞癌の一例

竹内穂高（信州大）他
P2―43― 8. タキサン製剤とプラチナ製剤併用により腹腔内病変が長期間制御されている再発子

宮体癌の一例 片山陽介（広島市民病院）他

10：05～10：45
Group 121 子宮体部悪性腫瘍―その他

座長：自治医科大学 嵯峨 泰

P2―44― 1. 当科における進行子宮体癌の症例の検討 福田美香（鹿児島大病院）他
P2―44― 2. 遠隔転移を有する子宮体癌の検討 中西 透（東北医科薬科大病院）他
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P2―44― 3. 子宮体癌患者における末梢血白血球数の解析 青山 真（防衛医大病院）他
P2―44― 4. 傍大動脈リンパ節郭清術における卵巣動静脈への転移を検証する

棚瀬康仁（奈良県立医大）他
P2―44― 5. 術前に再発低リスク群と診断された子宮体癌症例の検討 松田淑恵（滋賀医大）他
P2―44― 6. MELF（microcystic, enlarged and fragmented）型浸潤を示す子宮体癌低異型度類内

膜腺癌 15 例の臨床的検討 安堂有希子（田附興風会医学北野病院）他
P2―44― 7. 当院における子宮体部類内膜腺癌 pT1a 症例のリンパ節転移の検討

鈴鹿清美（千葉県がんセンター）他
P2―44― 8. 当院における子宮平滑筋肉腫 21 症例の検討 小林光紗（聖隷浜松病院）他

13：40～14：20
Group 122 卵巣・卵管・腹膜悪性腫瘍―症例 5

座長：愛媛大学 松元 隆

P2―45― 1. 腺癌が発生した成熟囊胞性奇形腫の悪性転化の一例
八並直子（佐賀県医療センター好生館）他

P2―45― 2. TC+ベバシズマブ療法が著効した卵巣成熟囊胞奇形腫悪性転化 IVB 期の 1 例
石田洋昭（佐倉病院）他

P2―45― 3. 明細胞腺癌との鑑別に難渋した腹膜原発卵黄囊腫瘍の一例
露木大地（静岡県立総合病院）他

P2―45― 4. 右卵管癌及び右卵巣境界悪性腫瘍術後において境界悪性腫瘍のみ再発した 1 例
加藤彬人（JCHO 中京病院）他

P2―45― 5. 骨髄異形性症候群（MDS）を発症した卵巣癌・腹膜癌患者の 2 症例
西脇邦彦（旭川医大）他

P2―45― 6. PET�CT 検診で見つかった付属器悪性腫瘍の 1 例
田中梓菜（福山医療センター）他

P2―45― 7. 多方向への分化を示した卵管癌肉腫の一例
日比野佑美（広島市立安佐市民病院）他

P2―45― 8. 境界悪性傍卵巣腫瘍の 1 例 西田友美（姫路赤十字病院）他
P2―45― 9. 子宮体部悪性腫瘍・子宮内感染の診断で手術を行い，卵管癌肉腫と診断された 1 症

例 石井沙季（堺市立総合医療センター）他

10：05～10：45
Group 123 卵巣・卵管・腹膜悪性腫瘍―化学療法 2

座長：日本医科大学千葉北総病院 鴨井 青龍

P2―46― 1. プラチナ耐性再発卵巣癌に対する TC�rechallenge（TC 併用療法の再投与）
坂田 純（名古屋大）他

P2―46― 2. 化学療法耐性卵巣癌に対する EZH2 阻害剤と paclitaxel の相乗効果に関する検討
遠藤大介（JA 北海道厚生連帯広厚生病院）他

P2―46― 3. 卵巣癌 III�IV 期症例に対する NAC 6 サイクル以上施行は有用か？
徳山智和（三重大附属病院）他

P2―46― 4. 進行卵巣癌に対する術前化学療法による横行結腸切除の回避
錦見恭子（千葉大附属病院）他
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P2―46― 5. AYA 世代の婦人科がん患者の治療実態と問題点―胚細胞性腫瘍を中心に―
三輪真唯子（埼玉医大国際医療センター）他

P2―46― 6. 当院における外来化学療法施行時の抗がん剤血管外漏出に関する検討～婦人科症例
は血管外漏出のハイリスクである～ 梶山涼子（横浜市立大附属病院）他

13：40～14：20
Group 124 良性卵巣腫瘍 2

座長：群馬大学 平川 隆史

P2―47― 1. 二期的手術が有効であった若年卵巣囊腫茎捻転の一例
角南華子（岡山済生会総合病院）他

P2―47― 2. 付属器捻転症例に対する保存的手術 松本加奈子（済生会長崎病院）他
P2―47― 3. 術前の MRI 検査によって Massive ovarian edema（MOE）と診断し腹腔鏡下捻転解

除術で卵巣を温存しえた卵巣茎捻転の 1 例 濱田 萌（愛仁会千船病院）他
P2―47― 4. 卵管捻転と付属器捻転の検討 吉田悠人（仙台市立病院）他
P2―47― 5. 術後に換気障害を呈した巨大卵巣腫瘍（31kg）の 1 例

山本さやか（諏訪赤十字病院）他
P2―47― 6. 診断に難渋したテストステロン産生性囊胞性卵巣腫瘍の一例

村上直子（長崎大病院）他
P2―47― 7. 胸水貯留を認めた卵巣腫瘍症例についての検討 上村真央（市立長浜病院）他
P2―47― 8. 両側卵巣腫瘍の左右交叉が術前診断された 1 例 赤坂美季（伊勢赤十字病院）他
P2―47― 9. 同側卵巣に良性 3 種類の病理組織型が混在した卵巣囊腫の一例

細川雅代（愛仁会千船病院）他

10：05～10：45
Group 125 卵巣・卵管・腹膜悪性腫瘍―その他

座長：東京女子医科大学東医療センター 長野 浩明

P2―48― 1. 新しく保険適用となった卵巣悪性腫瘍マーカーである血清中のヒト精巣上体タンパ
ク 4（HE4）の使用経験 佐々木望（横須賀共済病院）他

P2―48― 2. 当院における高異型度漿液性癌と漿液性卵管上皮内癌に関する検討
森岡佐知子（奈良県立医大附属病院）他

P2―48― 3. 当科での卵巣癌患者の深部静脈血栓症（DVT）の発生状況とリスク因子の検討
岡本修平（がん研）他

P2―48― 4. 子宮内膜症合併卵巣がんと脂質異常症は関連しているか？
佐々木浩（大阪医大）他

P2―48― 5. 院内腫瘍登録からみる 30 年間の卵巣癌の臨床統計の推移
菊池 朗（新潟県立がんセンター新潟病院）他

P2―48― 6. 若年者の悪性及び境界悪性卵巣腫瘍の検討 隅井ちひろ（県立広島病院）他
P2―48― 7. 静脈血栓塞栓症を合併する卵巣癌に対する DOAC 単剤療法における周術期管理

安岡稔晃（愛媛大附属病院）他
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13：40～14：20
Group 126 婦人科その他 3

座長：大阪市立大学 森村 美奈

P2―49― 1. 腹腔内腫瘤を契機に婦人科を受診し，悪性リンパ腫と診断した 3 症例
藤川梨恵（小倉医療センター）他

P2―49― 2. 当科における婦人科癌の再発後生存期間に関する検討
三好 愛（市立貝塚病院）他

P2―49― 3. 急性期病院における婦人科緩和外来開設 5 年間の報告と課題
溝上友美（関西医大病院）他

P2―49― 4. 結腸癌術後経過観察中に卵巣奇形腫が小腸に穿通し，同部位に結腸癌の血行性転移
を認めた 1 例 中川一平（帝京大病院）他

P2―49― 5. 当院における婦人科悪性腫瘍脳転移 25 症例の検討
福田友彦（埼玉県立がんセンター）他

P2―49― 6. 婦人科悪性腫瘍患者 D�ダイマー値の静脈血栓塞栓症（VTE）有病率に関する後方視
的検討 井谷嘉男（奈良県総合医療センター）他

P2―49― 7. 術前診断が困難な骨盤内腫瘤を腹腔鏡下手術により虫垂腫瘍と診断できた 1 例
宮本瞬輔（大阪南医療センター）他

10：05～10：45
Group 127 婦人科その他 4

座長：日本大学 髙田 眞一

P2―50― 1. 子宮筋腫核出術時に認めた腹膜播種を契機に上行結腸低分化腺癌ステージ IV と判
明した 1 例 高橋美奈子（おもと会大浜第一病院）他

P2―50― 2. 巨大子宮筋腫術後に転移性子宮癌が疑われ乳癌が原発と診断された一例
五味陽亮（信州上田医療センター）他

P2―50― 3. 稀少部位内膜症悪性転化の 1 例 大山拓真（琉球大附属病院）他
P2―50― 4. 婦人科悪性腫瘍手術後患者における大建中湯の有用性 藤田志保（岡山大）他
P2―50― 5. Uterus�like mass に endometrioid adenocarcinoma が発生した 1 例

可世木聡（JCHO 中京病院）他
P2―50― 6. 母の余命を子供に伝える～チャイルドサポート専用病状説明書の作成と多職種チー

ム実践～ 白石佳孝（名古屋第二赤十字病院）他
P2―50― 7. 当院で経験した婦人科悪性黒色腫 9 例の検討

日向妙子（新潟県立がんセンター新潟病院）他

13：40～14：20
Group 128 症例―異所性妊娠，子宮破裂等 2

座長：岩手医科大学 小山 理恵

P2―51― 1. 当院で経験した帝王切開瘢痕部妊娠の 4 例 西島義博（東海大）他
P2―51― 2. 当院で治療した子宮頸管妊娠，帝王切開瘢痕部妊娠症例の検討

高橋慶行（沖縄県立中部病院）他
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P2―51― 3. 帝王切開瘢痕部妊娠に対して，子宮動脈塞栓術後に子宮鏡下妊娠組織除去術を施行
し，その後著明な凝固異常をきたした一例 井上双葉（武蔵野赤十字病院）他

P2―51― 4. 当院で経験した帝王切開瘢痕部妊娠（CSP）の 3 例 手向麻衣（大阪警察病院）他
P2―51― 5. 頸管妊娠に対しバルーンオクルージョンと TCR を併用し手術した 1 例

宇都宮真理子（武蔵野赤十字病院）他
P2―51― 6. MTX の全身投与後に，子宮鏡下手術にて治療し得た頸管妊娠の 2 例

虎谷惇平（東北医科薬科大若林病院）他
P2―51― 7. 妊娠中の表在子宮静脈の自然破裂によって腹腔内大量出血をきたした 2 例

三宅菜月（名古屋第一赤十字病院）他

10：05～10：45
Group 129 ハイリスク妊娠―合併症・産科手術 2

座長：香川大学 田中 宏和

P2―52― 1. 妊娠子宮嵌頓症の発症要因に関する解剖学的検討 下川理沙（熊本大附属病院）他
P2―52― 2. 妊娠子宮嵌頓症例と非観血的整復 小笠原あゆみ（山形県立中央病院）他
P2―52― 3. 前置胎盤が疑われたが，MRI にて妊娠子宮嵌頓症と診断し，皮膚切開の延長と術中

エコーの使用により安全に帝王切開を遂行した一例
三村裕美（神戸市立西神戸医療センター）他

P2―52― 4. 帝王切開時筋腫核出術を施行した 36 例の検討 谷村吏香（岡山大病院）他
P2―52― 5. 著明な子宮変形をきたし特殊な帝王切開を行った多発性子宮筋腫合併妊娠の 1 例

番匠里紗（姫路赤十字病院）他
P2―52― 6. 円錐切除後子宮頸管閉塞を来たし，開腹下頸管形成術を要し生児を得た一例

新垣亮輔（徳島大病院）他
P2―52― 7. 母体の脊柱管形態異常のため脊髄くも膜下麻酔後に高度徐脈に至った予定帝王切開

術の一例 小齊平千世佳（鹿児島市立病院）他

13：40～14：20
Group 130 胎盤―基礎 2

座長：産業医科大学 柴田 英治

P2―53― 1. 臍帯長は胎動数と関連するか？～FMAM レコーダーによる胎動計測～
鎌田英男（帝京大病院）他

P2―53― 2. 一絨毛膜二羊膜性双胎における吻合血管の検討 今野寛子（聖隷浜松病院）他
P2―53― 3. 妊娠性尿崩症における抗利尿ホルモン分解酵素の発現に関する検討

中村美和（熊本大）他
P2―53― 4. 常位胎盤早期剝離の発症形式解明に関する検討～凝血学的診断によるアプローチ

里見裕之（福井県済生会病院）他
P2―53― 5. 高次周産期医療施設における胎盤病理検査の事態調査：周産期小委員会アンケート

調査より 谷口千津子（浜松医大）他
P2―53― 6. 本邦における間葉性異形成胎盤の臨床病理学的検討 本岡千聡（熊本大）他
P2―53― 7. 肉眼的卵膜混濁所見による絨毛膜羊膜炎推定の有用性の検討：肉眼的胎盤病理検査

の重要性 堀越義正（浜松医大）他
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10：05～10：45
Group 131 早産―治療 2

座長：長崎大学 三浦 清徳

P2―54― 1. 妊娠 25 週未満の分娩様式の違いによる周産期予後の検討
倉崎昭子（聖マリアンナ医大）他

P2―54― 2. 当科における妊娠 23 週分娩症例の妊娠経過と児の予後 柏木葉月（札幌医大）他
P2―54― 3. 17 alpha�hydroxyprogesterone caproate を単胎切迫早産症例の long term

tocolysis に使用した経験 小平雄一（JCHO 船橋中央病院）他
P2―54― 4. 早産期前期破水に対する当院の羊水検査を用いた治療の有効性について

田中智子（佐賀病院）他
P2―54― 5. 切迫早産例における抗菌薬治療について 小野剛史（佐賀病院）他
P2―54― 6. 子宮内（羊水中）病原微生物の迅速高感度同定・定量検査により，抗菌薬治療後の

菌量の減少を認めたが，子宮内炎症の改善に乏しく早産となった一例
布村晴香（富山大附属病院）他

P2―54― 7. 血液培養により診断した Candida glabrata による絨毛膜羊膜炎の 1 例
河崎あさひ（兵庫県立こども病院）他

13：40～14：20
Group 132 分娩管理―臨床検討 4

座長：東京大学 永松 健

P2―55― 1. Hypoxia による周産期脳障害：Population�based 研究 18 年間の検討
児玉由紀（宮崎大）他

P2―55― 2. 新生児低血糖と分娩様式との相関についての一考察
池本 舞（昭和大江東豊洲病院）他

P2―55― 3. 当科における正期産児での重症新生児仮死症例の検討
智多昌哉（さいたま赤十字病院）他

P2―55― 4. 臍帯動脈血 pH 低値および low Apgar スコアであった正期産症例の検討
不殿絢子（医科歯科大）他

P2―55― 5. 胎児心拍数陣痛図の Level 分類による胎児機能不全の診断精度向上に関する研究
古谷菜摘（聖マリアンナ医大）他

P2―55― 6. 鉗子分娩の体制整備に伴う当院の経腟分娩予定症例における分娩統計の推移
太田 創（手稲渓仁会病院）他

P2―55― 7. 脊椎麻酔併用骨盤位外回転術（ECV）の有用性と ECV 関連合併症の検討
石橋弘樹（自衛隊中央病院）他

P2―55― 8. 妊婦心肺停止に対応するための体制整備
馬場慎司（東京都立多摩総合医療センター）他
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10：05～10：45
Group 133 周産期―社会問題 2

座長：獨協医科大学 多田 和美

P2―56― 1. 地域周産期母子医療センターである当院における母体搬送症例の検討
菅野清美（東京医大病院）他

P2―56― 2. 道北周産期医療圏における母体搬送の現状と問題点
中嶋えりか（JA 北海道厚生連旭川厚生病院）他

P2―56― 3. 大規模災害時における産科医療体制の課題 山下公子（済生会千里病院）他
P2―56― 4. 大規模震災発生時における周産期母子医療センターの業務継続計画（BCP）作成に

向けた当院の取り組み 服部響子（北里大）他
P2―56― 5. 産婦人科領域の医療訴訟における頻度と争点の傾向 松本晴子（浜松医大）他
P2―56― 6. 周産期中核病院における院内助産に関する全国調査 大原玲奈（筑波大）他
P2―56― 7. 当院における超緊急帝王切開術の改善への取り組み 松原直樹（飯田市立病院）他
P2―56― 8. 麻酔科および手術室スタッフがオンコール体制での超緊急帝王切開術

飯塚美徳（千葉市立海浜病院）他
P2―56― 9. 当院における超緊急帝王切開への取り組みとその成績について

熊谷奈津美（大崎市民病院）他

13：40～14：20
Group 134 合併症妊娠―糖尿病，妊娠糖尿病 2

座長：帝京大学 木戸浩一郎

P2―57― 1. 当院におけるリスク因子を有する症例での経口糖負荷試験について
吉田 純（榊原記念病院）他

P2―57― 2. 当院における糖尿病合併妊娠の臨床的検討 多賀紗也香（大阪医大附属病院）他
P2―57― 3. 社会的リスクは GDM・DM 合併妊娠の母児アウトカムに影響を及ぼす

曾原雅子（勤医協札幌病院）他
P2―57― 4. 妊娠糖尿病の既往のある女性の次回妊娠時の周産期予後に関する検討

田代英史（東京女子医大八千代医療センター）他
P2―57― 5. 妊娠糖尿病の胎盤病理 有澤正義（東京都立大塚病院）
P2―57― 6. 糖尿病合併妊娠における妊娠初期の HbA1c と胎児異常の関連について

細川亜美（北海道大病院）他
P2―57― 7. 羊水過多と定義されない羊水増加症例に糖負荷試験を行う意義はあるか

矢野肇子（岡山医療センター）他
P2―57― 8. 糖尿病内科との連携強化が GDM 患者の産後の長期経過観察につながる

山田清貴（黒部市民病院）他

10：05～10：45
Group 135 ハイリスク妊娠―症例

座長：慶應義塾大学 宮越 敬

P2―58― 1. 当院における 40 歳以上 ART 妊娠の周産期転帰の検討
波々伯部隆紀（名古屋第二赤十字病院）他
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P2―58― 2. 40 歳以上の体外受精症例と自然妊娠症例における周産期予後の比較検討
神山和也（友愛会豊見城中央病院）他

P2―58― 3. 当院における高年妊娠の周産期予後に関する検討 重光愛子（八尾市立病院）他
P2―58― 4. 当院での 45 歳以上の分娩における周産期予後の検討

大西俊介（奈良県立医大附属病院）他
P2―58― 5. 高年初産婦の経腟分娩中に帝王切開術を施行した症例に関連する背景の検討

イズデプスキ龍也（昭和大病院）他
P2―58― 6. 意識障害をおこした妊産婦の検討 原田 賢（聖マリアンナ医大）他

13：40～14：20
Group 136 合併症妊娠―症例（悪性腫瘍）

座長：昭和大学横浜市北部病院 市塚 清健

P2―59― 1. 診断に難渋した進行乳がん合併妊娠の一症例
塩谷茉智子（昭和大江東豊洲病院）他

P2―59― 2. 妊娠初期に診断された肺癌 4 期に対してエルロチニブが著効し，正期産で生児を得
た一例 佐藤愛佳（筑波大附属病院）他

P2―59― 3. 子宮頸癌合併妊娠にて帝王切開術同時広汎子宮全摘術を施行された 9 症例の周産期
管理の検討 中野知子（名古屋大）他

P2―59― 4. 妊娠中のマイナートラブルと類似する症状を認めた悪性腫瘍合併妊娠の 5 例
菅野素子（武蔵野赤十字病院）他

P2―59― 5. 妊娠中に SOX 療法を施行し生児を得た進行胃癌合併妊娠の一例
松岡理恵（兵庫医大病院）他

P2―59― 6. 妊娠期悪性腫瘍の治療と周産期予後 秋谷 文（聖路加国際病院）他
P2―59― 7. 妊娠初期に診断された褐色細胞腫合併妊娠の 1 例 高橋玄徳（秋田大附属病院）他
P2―59― 8. 妊娠中または産後 1 か月以内に悪性腫瘍と診断された例の臨床的検討

仲田みゆき（琉球大附属病院）他
P2―59― 9. イレウス，閉塞性腸炎で搬送された横行結腸癌合併妊娠の一例

藤井 肇（奈良県立医大）他

10：05～10：45
Group 137 合併症妊娠―症例（免疫，その他）

座長：産育会堀病院 小川 幸

P2―60― 1. SLE 合併妊娠と子宮線維症 徳重 悠（大阪赤十字病院）他
P2―60― 2. 汎血球減少を契機に診断された活動性 SLE 合併妊娠の 1 例

小高紗季（三重大附属病院）他
P2―60― 3. ヘパリン抵抗性の抗リン脂質抗体症候群に対し大量免疫グロブリン療法を施行した

2 例 布出実紗（大阪医大附属病院）他
P2―60― 4. 妊娠初期から低用量アスピリンを予防的投与したフィブリノゲン遺伝子多型合併妊

娠の 1 例 奥村亜純（三重大附属病院）他
P2―60― 5. 産褥期に診断された甲状腺疾患合併妊娠症例

林 永修（レディース＆マタニティクリニック
サンタクルス ザ シュクガワ）他
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P2―60― 6. 急性膵炎を発症せずに管理し得た高脂血症合併妊娠の 1 例
宮本聖愛（大阪南医療センター）他

P2―60― 7. 遺伝性血管性浮腫合併妊娠の 1 例 石川陽子（三豊総合病院）他

13：40～14：20
Group 138 周産期症例―感染 2

座長：順天堂大学静岡病院 田中 利隆

P2―61― 1. 本邦における HIV 感染妊婦の経腟的分娩受け入れ対応について―国内分娩施設に
おける経腟分娩受け入れ可否の現状調査―

林 公一（国立病院機構関門医療センター）他
P2―61― 2. 本邦の医療施設において HIV 感染妊娠の経腟分娩は可能か？

杉浦 敦（奈良県総合医療センター）他
P2―61― 3. 当院での妊婦の風疹抗体価と産後風疹ワクチン接種についての検討

春谷千智（JA 新潟厚生連長岡中央綜合病院）他
P2―61― 4. 当院における梅毒合併妊娠 4 症例の検討 中村 涼（愛染橋病院）他
P2―61― 5. 他科と連携し周産期管理した水痘感染妊娠の 1 例

小田原圭（東京都保健医療公社荏原病院）他
P2―61― 6. 妊娠中に発症した劇症型 A 群溶連菌感染症における重症度の指標

田中博明（妊産婦症例検討評価委員会）他
P2―61― 7. 救命し得た激症型 A 群連鎖球菌感染症（分娩型）の一例

岡田真希（下関総合病院）他

10：05～10：45
Group 139 羊水塞栓・産科DIC

座長：京都大学 近藤 英治

P2―62― 1. 産科 DIC スコアと国際血栓止血学会の pregnancy adjusted DIC score との比較検
討 新田 慧（東京都立墨東病院）他

P2―62― 2. 産後出血搬送症例の検討：搬送前のショックインデックスと搬送後の輸血必要量
関口敦子（日本医大）他

P2―62― 3. 第一治療選択としフィブリノゲン製剤を使用した凝固障害を伴う後産期出血の治療
アルゴリズム 瀬戸さち恵（埼玉医大病院）他

P2―62― 4. 産科大量出血におけるフィブリノゲン迅速測定機器の有用性の検討
中村永信（埼玉医大総合医療センター）他

P2―62― 5. 当科における産科 DIC 治療指針 2017
金川明功（JA 北海道厚生連旭川厚生病院）他

P2―62― 6. 当科で治療した臨床的羊水塞栓症における C1 インヒビター濃縮製剤の使用経験
森田剛文（岡崎市民病院）他

P2―62― 7. 羊水塞栓症診断の補助マーカーとしての SCC の検討
中野和俊（奈良県立医大附属病院）他

P2―62― 8. 血中乳酸値は産科危機的出血に対する大量輸血予測因子となりえる
岡田麻美（京都第二赤十字病院）他
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P2―62― 9. 帝王切開術を完遂できずに搬送となった 5 症例についての検討
栗林ももこ（名古屋第一赤十字病院）他

P2―62― 10. 経腟分娩 22 日後に非観血的に整復した子宮内反症の 1 例
奈倉道和（長浜赤十字病院）他

13：40～14：20
Group 140 胎児新生児―臨床検討，胎児治療

座長：名古屋市立大学 鈴森 伸宏

P2―63― 1. 当院で算出した MRI における肺肝臓信号比 236 例と出生後呼吸予後の検討
服部 渉（名古屋第二赤十字病院）他

P2―63― 2. 胎児左心低形成症候群（HLHS）における胎児心拍数パターン―母体高濃度酸素療法
のもとでの変化について― 太田好穂（静岡県立こども病院）他

P2―63― 3. デュアルドプラ法および組織ドプラ法による胎児 Tei index 測定
沖本直輝（岡山医療センター）他

P2―63― 4. 指装着型オキシメーターを用いた胎児の頭部，臀部の酸素飽和度の測定
川合健太（浜松医大）他

P2―63― 5. 新生児低血糖と予定帝王切開の術前補液との関係
永田健太朗（岐阜大附属病院）他

P2―63― 6. 助産師，看護師による指接着型オキシメーターを用いた新生児評価の有用性につい
て 向 麻利（浜松医大）他

P2―63― 7. 胎内記憶の検討 丸茂元三（丸茂レディースクリニック）他
P2―63― 8. 完全大血管転位における経カテーテル的バルーン心房中隔裂開術の必要性予測因子

の検討 塩野入規（国立循環器病研究センター）他

10：05～10：45
Group 141 胎児新生児―基礎・臨床検討・その他

座長：大阪大学 冨松 拓治

P2―64― 1. 新生仔脳虚血再灌流障害モデルマウスに対するヒト臍帯血移植による脳内神経再生
ステップの検討 王 飛霏（高知大）他

P2―64― 2. 母乳中におけるリンパ球アポトーシス誘導因子 RCAS1 の臨床的意義
倉員正光（福岡大）他

P2―64― 3. 胎児心拍数変動解析による低酸素性虚血性脳障害の評価
山口恭平（三重大附属病院）他

P2―64― 4. 新生仔脳虚血再灌流障害モデルマウスに対する臍帯血移植による再生治療メカニズ
ムの検討―組織損傷とヒト臍帯血細胞輸注によるケモカインの発現変動―

馬場伸育（高知大）他
P2―64― 5. 新生仔低酸素虚血性脳症モデルマウスに対するヒト羊水幹細胞鼻腔内投与の治療効

果に関する検討 大谷利光（慶應大）他
P2―64― 6. 新生児高体温低酸素虚血脳症ラットモデルに対する早期短時間の低体温の効果の経

時的行動試験による評価 細野剛良（大阪電気通信大）
P2―64― 7. 位相差トラッキング法における脈圧測定の新生児での検討

小堀周作（宮城県立こども病院）他
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P2―64― 8. ラット胎仔脊髄髄膜瘤モデルを使用したヒト羊水幹細胞の羊水腔内注入による胎児
治療効果について 阿部雄志（慶應大）他

P2―64― 9. 先天性横隔膜ヘルニアモデルにおける分子状水素の効果の検討
三浦麻世（名古屋大附属病院）他

13：40～14：20
Group 142 胎児異常 2

座長：大阪市立大学 橘 大介

P2―65― 1. 胎児脊髄髄膜瘤の出生前診断と胎児治療の適応
室本 仁（国立成育医療研究センター）他

P2―65― 2. 胎児期に診断され急激な進行をとった先天性脳腫瘍の一例
佐伯吉彦（金沢医大）他

P2―65― 3. 尿道下裂を合併する胎児の周産期経過に関する特徴
染谷真行（大阪母子医療センター）他

P2―65― 4. 当院で管理した腹壁破裂 16 例の検討 船越 徹（兵庫県立こども病院）
P2―65― 5. 当院における 22 週以降の胎児水腫症例についての検討

阿部恵美子（愛媛県立中央病院）他
P2―65― 6. 胎児横隔膜ヘルニアにおける超音波所見と新生児生命予後 大阪 優（三重大）他
P2―65― 7. 当科で出生後に Goldenhar 症候群（oculoauriculovertebral dysplasia）と診断された

新生児における合併奇形と新生児予後の関連 桑島一彦（北海道大病院）他
P2―65― 8. 羊水過多を契機に発見された先天性間葉芽腎腫の一例

伊藤朋子（さいたま赤十字病院）他

10：05～10：45
Group 143 FGR2

座長：帝京大学 司馬 正浩

P2―66― 1. FGR に対する PDE5 阻害薬（タダラフィル）母体経口投与前後の子宮動脈血流量変
化 真木晋太郎（三重大附属病院）他

P2―66― 2. 胎児発育不全におけるタダラフィル経母体投与の効果予測と PlGF
久保倫子（三重大附属病院）他

P2―66― 3. ホスホジエステラーゼ 5 阻害剤タダラフィルによる胎児発育不全治療は出生後の子
の耐糖能を改善する 梅川 孝（三重大）他

P2―66― 4. 二絨毛膜二羊膜性双胎の子宮内発育不全に対してタダラフィルを経母体投与した 1
例 波多野芙美（三重大附属病院）他

P2―66― 5. タダラフィルを経母体投与された胎児発育不全児における新生児合併症の検討
辻 誠（三重大附属病院）他

P2―66― 6. 臍帯動脈血流異常を認めない発育不全児（いわゆる Normal Small 児）の臨床的特徴
笹原 淳（大阪母子医療センター）他

P2―66― 7. small for gestational age 児の自然陣痛発来時の NRFS リスク因子の抽出
新垣達也（昭和大）他

P2―66― 8. 多施設 重症 FGR 予測に関する胎児頭囲/腹囲比の意義
菅 幸恵（成育医療ネットワーク研究 FGR 研究班）他
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P2―66― 9. 胎児発育不全の母体背景因子についての検討：前向きコホート調査
宮原周子（スズキ記念病院）他

13：40～14：20
Group 144 生殖生理・内分泌―基礎 2

座長：東北大学 井原 基公

P2―67― 1. 正常月経周期における酸化ストレスの変化と血清鉄及び銅との関連性
清水沙希（愛知医大）他

P2―67― 2. 透過型電子顕微鏡による評価を利用したカニクイザルを用いた卵巣組織凍結閉鎖型
デバイスの開発 阿部恭子（聖マリアンナ医大病院）他

P2―67― 3. 子宮内膜脱落膜細胞で産生される中鎖脂肪酸の網羅的解析
栃木秀乃（埼玉医大）他

P2―67― 4. 子宮内膜間質細胞の脱落膜化によるエピゲノム変化 加藤紀子（順天堂大）他
P2―67― 5. 子宮内膜 NK 細胞に発現する活性性および抑制性受容体共発現の意義

福井淳史（兵庫医大）他

10：05～10：45
Group 145 不妊症―臨床検討 2

座長：自治医科大学 鈴木 達也

P2―68― 1. 子宮内膜異型増殖症，初期の子宮内膜癌に対し妊孕性温存治療を行った症例の生殖
医療における検討 森下美幸（札幌医大）他

P2―68― 2. 帝王切開瘢痕症候群に慢性子宮内膜炎を認め，内視鏡術後，抗菌剤投与により妊娠
しえた続発性不妊の一例 徳永真梨子（（医）高邦会高木病院）他

P2―68― 3. ART 登録施設における多胎と減数手術の実態調査：2012 年から 2014 年
桑原 章（徳島大）他

P2―68― 4. 筋腫核出術が不妊治療の成績に与える影響の検討
井上 治（東京歯大市川総合病院）他

P2―68― 5. 子宮内膜多発ポリープを伴う不妊症患者に薬物治療が奏効した一例
樋渡小百合（鹿児島大病院）他

P2―68― 6. 下垂体性性腺機能低下の不妊患者に対する排卵誘発における成長ホルモン補充の意
義 内田那津子（鹿児島大病院）他

13：40～14：20
Group 146 医学教育・研修 2

座長：東京歯科大学市川総合病院 小川真里子

P2―69― 1. 産婦人科医学教育への反転授業導入の試み 平田修司（山梨大）他
P2―69― 2. 生命誕生と産婦人科医療との関わりを学ぶ早期体験実習の導入

五十嵐豪（聖マリアンナ医大）他
P2―69― 3. 大学生に対するリプロダクティブヘルスプロモーションの試み

林祥太郎（名古屋大）他
P2―69― 4. 女性のヘルスケアに関わる産婦人科医師のジェンダーという用語の使用について

島本太香子（奈良大）他
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P2―69― 5. あなたの研究室がウイルスベクターから Tol2 ベクターに変わる日
鈴木良知（東京医大）他

P2―69― 6. 医師の交替制勤務の効果と問題―後期研修医の立場から
宮武里沙（日赤医療センター）他

P2―69― 7. 大学医局でのクリニック開業の利点について 神元有紀（三重大附属病院）他

10：05～10：45
Group 147 メンタルヘルス

座長：矢追医院 矢追 正幸

P2―70― 1. 外科的治療により精神状態の著明な安定化を認めた重症月経前障害の 3 例
江川美保（京都大附属病院）他

P2―70― 2. 産後入院中の「エジンバラ産後うつ病質問票」，「赤ちゃんへの気持ち質問票」，「マ
タニティーブルーズ質問票」，「育児支援チェックリスト」は産後 1 か月の抑うつ状
態の指標となるか 吉野和男（吉野産婦人科医院）

P2―70― 3. 地域周産期母子医療センターにおける，周産期因子とエジンバラ産後うつ病自己質
問票の関連 後藤夏美（宮崎医師会病院）他

P2―70― 4. 東日本大震災前後の当院における産褥精神的ハイリスク患者の推移～EPDS の点数
比較を含めて～ 遠藤 俊（気仙沼市立病院）他

P2―70― 5. 精神疾患合併妊婦に対する当院でのサポートについての後方視的研究
松浦 玲（昭和大横浜市北部病院）他

P2―70― 6. 挙児希望女性・妊娠女性への SSRI 使用に関する精神科医師の診療の現況
渡邉久美子（筑波大）他

P2―70― 7. こころのケア外来を開設して 高橋千果（東海大）他
P2―70― 8. 当院初診患者における SOC スコアと気血水スコアについての検討

椎名昌美（近畿大東洋医学研究所）他

13：40～14：20
Group 148 感染症 2

座長：東京医科歯科大学 尾林 聡

P2―71― 1. 当科で経験した骨盤内炎症性疾患の臨床的検討 宇田 元（兵庫県立西宮病院）他
P2―71― 2. 骨盤内炎症性疾患に対して腹腔鏡下手術を実施した 25 例の後方視的検討

犬飼加奈（豊田会刈谷豊田総合病院）他
P2―71― 3. 入院加療された性器クラミジア感染症例における産婦人科診療ガイドライン発行後

の検査・治療についての検討 鳥羽三佳代（医科歯科大）他
P2―71― 4. B 群溶血性連鎖球菌による骨盤内膿瘍形成の一例 村上望美（熊本赤十字病院）他
P2―71― 5. 当院での帝王切開術後創部感染におけるリスク因子の検討

北野佐季（愛染橋病院）他
P2―71― 6. 帝王切開術後の難治性創傷に対して局所陰圧閉鎖療法を施行した 1 例

橋本悠平（名古屋掖済会病院）他
P2―71― 7. 妊娠初期の子宮頸部細胞診により子宮頸管炎を疑われた症例と切迫早産の関連につ

いて 野口靖之（愛知医大）他
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10：05～10：45
Group 149 腺筋症

座長：東北大学 渡邉 善

P2―72― 1. 当院における長期 GnRH アゴニスト漸減療法の検討
柏原聡一郎（埼玉医大総合医療センター）他

P2―72― 2. GnRH アゴニスト投与後の子宮腺筋症に対するジエノゲストの効果
松島 隆（日本医大）他

P2―72― 3. 子宮腺筋症に対するジエノゲストの安全使用～25 症例の後方視的検討～
大野 菜（横浜市立大附属病院）他

P2―72― 4. 子宮腺筋症に対するジエノゲスト周期投与法による長期投与の有用性
柳瀬 徹（新潟市民病院）他

P2―72― 5. ジエノゲストとレボノルゲストレル放出子宮内システムとの比較
森内 芳（大津赤十字病院）他

P2―72― 6. Kishi 分類の簡易法―当院・子宮腺筋症手術症例における検討―
鈴木陽介（帝京大ちば総合医療センター）他

P2―72― 7. 腹腔鏡下に加療した囊胞性腺筋症の 2 症例 松浦美幸（八尾市立病院）他
P2―72― 8. 子宮腺筋症合併不妊症患者に対する腺筋症核出術の体外受精周期における着床能向

上の可能性 佐藤 亘（秋田大）他

13：40～14：20
Group 150 腹腔鏡手術―良性腫瘍（その他）

座長：北海道大学 工藤 正尊

P2―73― 1. 安全な腹腔鏡手術のために；第 1 トロッカー挿入前の評価に臍部超音波検査は有用
か？ 西村和朗（産業医大）他

P2―73― 2. 直腸側方靱帯を意識した腹腔鏡下婦人科手術手技―仙骨子宮靱帯との位置関係―
谷村 悟（富山県立中央病院）他

P2―73― 3. 子宮全摘術における術後 QOL に関する研究～腹腔鏡下手術と開腹手術の比較～
貫戸明子（近畿大附属病院）他

P2―73― 4. 当院における高年齢患者に対する IVF�ET と内視鏡治療の併用療法の後方視的検
討 高島明子（佐倉病院）他

P2―73― 5. 超高齢者の卵巣腫瘍に対する腹腔鏡下手術 術前評価について
上地秀昭（おもと会大浜第一病院）他

P2―73― 6. 附属器疾患における腰椎麻酔下吊り上げ腹腔鏡手術の検討
岩見州一郎（大阪赤十字病院）他

P2―73― 7. 当院における卵管卵巣膿瘍に対する腹腔鏡下手術の後方視的検討
松木翔太郎（富士市立中央病院）他

P2―73― 8. 腹腔鏡下卵管切除術について当院での手術成績
吉見佳奈（日本生命済生会付属日生病院）他

P2―73― 9. 婦人科腹腔鏡手術の鏡視下腹直筋鞘ブロックの有用性（最終報告）
―二重盲検ランダム化比較試験― 金城泰幸（産業医大）他
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10：05～10：45
Group 151 腹腔鏡手術―症例 2

座長：昭和大学 白土なほ子

P2―74― 1. 妊娠中に発見された massive ovarian edema が産褥期に異所性卵巣となり，腹腔鏡
下手術を行った一例 福田 真（福井赤十字病院）他

P2―74― 2. 帝王切開瘢痕部妊娠治療後，腹腔鏡下に瘢痕部修復術を行った 1 例
森 美妃（愛媛県立中央病院）他

P2―74― 3. 腹腔鏡下に診断し治療した腹膜妊娠の 1 例
郡 悠介（JA とりで総合医療センター）他

P2―74― 4. 腹腔鏡下摘出術を行った非交通性副角子宮の 2 例
今井更衣子（兵庫県立尼崎総合医療センター）他

P2―74― 5. 先天性副腎皮質過形成症例に対して腹腔鏡下子宮全摘出術を施行した 1 例
東條伸平（松山赤十字病院）他

P2―74― 6. 高度肥満患者の骨盤内膿瘍に対して腹腔鏡下ドレナージが奏効した 1 症例
穐西実加（奈良県立医大附属病院）他

P2―74― 7. 骨盤内うっ血症候群（Pelvic Congestion Syndrome）に対し腹腔鏡下手術を施行し症
状の改善を認めた 1 例 尾上洋樹（岩手医大）他

13：40～14：20
Group 152 子宮鏡手術

座長：埼玉医科大学総合医療センター 松永 茂剛

P2―75― 1. 子宮鏡補助下卵管鏡下卵管形成術を施行した 5 症例 森本 篤（兵庫医大病院）他
P2―75― 2. 外来子宮鏡検査の有用性の検討

田村みどり（聖マリアンナ医大横浜市西部病院）他
P2―75― 3. 当院における術前ジエノゲスト法を施行した子宮鏡下手術の検討

土屋雄彦（東邦大医療センター大森病院）他
P2―75― 4. 当科における子宮鏡下中隔切除術の検討 横田 恵（弘前大附属病院）他
P2―75― 5. 子宮中隔・腟縦中隔を有する双頸子宮に対し子宮鏡下中隔切除術を行った 1 例

梅澤奈穂（JCHO 大阪病院）他
P2―75― 6. 子宮鏡下中隔切除術を施行した症例の妊娠・分娩予後 小野修一（日本医大）他
P2―75― 7. 中隔子宮を伴う不育症に対する子宮鏡下子宮中隔切除術の検討

前田和也（大阪医大）他
P2―75― 8. 不妊症患者における子宮鏡下手術後の妊娠成績についての検討

伊熊慎一郎（順天堂大）他
P2―75― 9. 胎盤遺残が疑われた症例に対して子宮鏡下手術を行った 1 例

北井俊大（兵庫県立西宮病院）他
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10：05～10：45
Group 153 手術・内視鏡手術―その他 2

座長：獨協医科大学埼玉医療センター 濱田 佳伸

P2―76― 1. マイクロ波子宮内膜アブレーションにおける焼灼の手技を再考する
中山 毅（JA 静岡厚生連静岡厚生病院）

P2―76― 2. 子宮内膜保護を目指した流産手術～手動真空吸引法（MVA キット）の有効性につい
て～ 柿沼敏行（国際医療福祉大病院）他

P2―76― 3. 当院における妊娠 12 週未満の流産または人工妊娠中絶に対する手動真空吸引法の
経験 前川剛輝（桑名市総合医療センター）他

P2―76― 4. 帝王切開時の HES 製剤の投与によりアナフィラキシーショックをきたした 1 例
杉本 誠（神戸医療センター）他

P2―76― 5. 腹式広汎子宮頸部摘出術後に自然妊娠し，妊娠初期に経腹的頸管縫縮術を施行した
一例 光井 崇（岡山大）他

P2―76― 6. 凝固異常症を有し，婦人科手術後に出血を繰り返した 2 症例
鈴木 悠（公立豊岡病院）他

P2―76― 7. 術後乳び腹水に対する当院での治療法について 笠原祥子（大崎市民病院）他

13：40～14：20
Group 154 がん生殖 2

座長：滋賀医科大学 木村 文則

P2―77― 1. 当院における悪性腫瘍患者およびサバイバーに対する生殖補助医療（ART）の現状
伊藤 歩（東邦大）他

P2―77― 2. 若年がん患者に対する当院でのランダムスタート法による卵巣刺激
前沢忠志（三重大附属病院）他

P2―77― 3. 妊孕性温存のための RS 方法の有用性の検討 浮田祐司（兵庫医大病院）他
P2―77― 4. 乳がん患者の妊孕性温存を目的とした Random start 法による採卵成績の検討

中村健太郎（聖マリアンナ医大）他
P2―77― 5. 乳がん治療後の POI から卵巣機能回復後に，ICSI で妊娠成立した症例における

AMH 値の経時的観察 柴原浩章（兵庫医大）他

13
日
㈰

プ
ロ
グ
ラ
ム

― 219 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




